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10月８日に大内地域の小栗山体育館で上川大内保育園の「かぼちゃ祭り」が行われました。
この行事は地域ぐるみで30年以上にわたり開催されてきましたが来年３月で同園が閉園とな
るため、ことしが最後の開催。園児たちはハロウィーンの仮装をしながらダンスをしたり、
家族と一緒にゲームで遊んだりしながら、かぼちゃ祭りを楽しんでいました。
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９月、アジア各地にあるユネスコ世界ジオパークが集うAPGNアジア
太平洋ジオパークネットワークシンポジウムが開催されました。会場と
なったタイのサトゥーンにはタイ、インドネシア、マレーシア、ベトナムなど
の東南アジアや、中国、日本、オーストラリアから約450人のジオパーク
関係者が集いました。ユネスコの正式事業であるジオパークは世界48
カ国、183カ所に存在します。国境や言語の壁を越えて交流したり、それ
ぞれの地域での活動を学びあい、地球規模の保全活動を行うネットワ
ークを築いています。現在、日本ジオパークに認定されている鳥海山・飛
島ジオパークでは、ユネスコ世界ジオパークの認定に向けて取り組みを
始めています。今回のAPGNへの参加は、世界に対して私たちの存在を
アピールする初めての機会となりました。大会で行ったプレゼンテーショ
ンでは、にかほ市の九十九島における、地質的価値の保全とそこで行わ
れる産業振興のためのほ場整備の取り組みについて紹介したほか、鳥海

山・飛島ジオパークを構成する４市町の首長も
参加し、各地の魅力を世界に発信しました。

ジオパークはどのようにして生まれたのか
ジオパークは、今から20年ほど前に生まれた自然保護プログラムです。化石や岩石、鉱物の破壊・盗掘を防ぐ

だけでなく、大地の上で繰り広げられる紛争をやめさせたい、と、本気で考えた地質学者や政治家たちが、ジオ
パークプログラムの基礎を創りました。活動の輪はジオパークの考え方に賛同した人たちに広がり、今ではユネ
スコが認める世界的なプログラムへと発展しています。

鳥海山・飛島ジオパークでかなえる理想のふるさとの姿
冬、日本海からは冷たい季節風が吹き付け続けます。大量の水蒸気を含んだ雲が鳥海山にぶつかると、大量の

雪がもたらされます。地球上の同じ緯度で、これほど大量の雪が降るのは、日本列島の日本海側だけです。時に
私たちを悩ませるこの雪は豊富な水をもたらし、その水が私たちの生活を支えます。私たちを支える水は、世界に
この場所にしかない、鳥海山の存在なくしては得られないものです。
にかほ、由利本荘、遊佐、酒田、飛島。このエリアは、未来に伝える価値を持つ見どころであふれています。人々

が暮らし続ける社会をつくり、そこに暮らす人々の手で、人が創ってきたものと地球が造ってきたものを守り続け
る。これが、ユネスコ世界ジオパークが目指すふるさとの姿です。

私たちの鳥海山・飛島ジオパークは「日本を飛び出し次は
世界だ！」と目標を掲げて初の国際会議に臨みました。
慣れない英語によるプレゼンテーションでしたが、４市町

での広域的な取り組みや、由利本荘市エリアの魅力を世界に
アピールできました。
令和８年度に東北初となる世界ジオパークへの仲間入りを

目指し、今後も皆さまと共に活動を推進してまいります。

ユネスコ世界ジオパーク認定へ向けて！

APGNアジア太平洋ジオパークネットワークシンポジウムに参加しました

〈（一社）鳥海山・飛島ジオパーク
推進協議会副会長〉

湊市長のコメント

左から オンラインプレゼンテーションに臨む市川にかほ市長、湊市長、丸山酒田市長、池田遊佐副町長

本市の代表的なジオサイト、桑ノ木台湿原と法体の滝

大野 希一

鳥海山・飛島ジオパーク
主任研究員

鳥海山・飛島ジオパーク

世界認定を受けて地域はどう変わった？
ユネスコ世界ジオパークに聞く

「室戸には何もない」と思われていた中での
世界認定は、生まれ育った郷土とそこに住む
自分たち自身の誇りを醸成しました。認定か
ら10年たった今、世界ジオパークネットワー
クを活用した教育活動を教育委員会と連携し
展開中です。室戸の子どもたちはジオパーク
を利用し、室戸にいながら世界を広げていま
す。「ジオパークだから地元でできることがあ
る」と、意志を持って地元進学を選ぶ生徒も
増えています。その変化は地域の大人にも広
がり、「ジオパークは認定によって町が栄える
打ち出の小づちではない。活用してなんぼ」と
いう意識が高まっています。

小笠原 翼
Tsubasa Ogasawara

●室戸ジオパーク推進協議会
　国際交流専門員

私はジオパークを「つなげる活動」と考えて
います。ジオパークは大地を通じて人の暮らし
と環境をつなげ、過去・現在・未来をもつなげ
ます。また、分野を越えて人と人もつながりま
す。ユネスコ世界ジオパークではこのつなが
りがさらに広がり、大都市を介さずに「ローカ
ル同士」で世界とつながる中で見つかる可能
性を生かすことができます。

加賀谷 にれ
Nire Kagaya

●洞爺湖有珠山ジオパーク
　推進協議会／事務局次長

子どもたちに、自分の住んでいるところは
世界が認めたジオパークだと伝えることがで
き、誇りに思ってもらえます。
世界中の人々が、お互いを尊重し認め合う

のがユネスコ世界ジオパークの素晴らしさ。
研究者も行政も市民も手を携えて、地球の
宝やそれを受け継ぐ子どもたちを見守ります。
国境も言葉の壁もない地球人「Geopark is 
Human」これはユネスコの審査員からいた
だいた言葉です。仲間になったことで私たち
の世界が広がっていくのを感じます。

永田 ゆき子
Yukiko Nagata

●島原半島ユネスコ世界ジオパーク
　ガイドの会／会長

会場：にかほ市役所象潟庁舎

民族衣装で出迎えてくれた地元の方々

ユネスコ世界ジオパークの認定証を手にする各地の代表者

地質サイトの１つ「Khao To Ngui」。古生代と中生代の地層が断層で接しています。
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市内50㌫の住宅で正しい場所に設置されていません

　平成23年から、すべての住宅に住宅用火

災警報器の設置が義務づけられています。

　しかし、令和４年度に消防本部が行った

調査では、市内の住宅に設置されている住

宅用火災警報器のうち、半数が条例で定め

られた正しい場所に設置されていませんで

した。ご自宅の住宅用火災警報器が正しい

場所にあるか、いま一度確認してみませんか。

　住宅用火災警報器が設置されていない、

または新たに設置する必要がある場合、お近

くの電気店やホームセンターなどで購入できま

す。ご自身やご家族の命を守るため、ぜひ住

宅用火災警報器の設置をご検討ください。

階段階段

寝室寝室

寝室寝室 台所台所

　この２カ所への設置が義務化されている

のは、就寝時に発生している火災での逃げ

遅れが原因で死亡する人が多いためです。

　令和２年中の全国での住宅火災の死者８

９９人のうち、逃げ遅れが原因で亡くなっ

た人は４４８人と約半数となっています。

　就寝中にほかの部屋で火災が発生して

も、住宅用火災警報器を「寝室」、「階段上

部（２階以上に寝室がある場合）」に設置し

ておくことで、いち早く火災に気づき、避

難することができます。

「寝室」と「階段上部」への設置が義務化されています

お近くの販売店で購入できます
11月６日㈰ ～12日㈯は、
　　　 秋の火災予防運動実施期間です

消防本部予防課　☎２２－４２８７ / 消防署　☎２２－００１１問

　秋は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなり

ます。火の取り扱いには十分注意しましょう。

11月は　DV防止推進月間・児童虐待防止推進月間　です

相談窓口　（全国共通窓口は　　　　番へ！）

県中央児童相談所　　　☎０１８－８６２－７３１１

県子ども家庭相談電話 ☎０１２０－４２－４１５２

こども未来課　　　　　☎２４－６３１９

本荘公園大手門が紫色に　11月16日㈬～30日㈬

相談窓口　(夜間・緊急時は　　　　番へ！ )

女性ダイヤル相談　　　☎０１８－８３５－９０５２

ＤＶホットライン　　　☎０１２０－７８３－２５１

県民安全相談センター　☎０１８－８６４－９１１０

こども未来課　　　　　☎２４－６３１９

　配偶者やパートナーからの暴力(ＤＶ)
は、重大な人権侵害です。一人で悩ま
ないで、まずは相談してください。

女性に対する暴力根絶のシンボルである「パープルリボン」
にちなみ、本荘公園大手門を紫色にライトアップします。

　子育てに不安や悩みがある方、虐待
を受けたと思われる子どもを見つけた
方は、次の窓口にご相談ください。

　設置義務がある箇所 設置を推奨している箇所

警報器

住宅用火災警
報器の詳細

児童虐待防止運動のシンボルである「オレンジリボン」にちな
み、本荘公園大手門をオレンジ色にライトアップします。

本荘公園大手門がオレンジ色に　11月１日㈫～15日㈫
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▼
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｠
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卓
也

　
　
　
　
　
　
｟
ゆ
り
支
援
学
校
｠

10
月
１
日
号
に
掲
載
し
た｢

と

ち
ぎ
国
体
・
大
会

本
市
出
場
選

手｣

に
掲
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
追
加
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

出
場
選
手
に
つ
い
て
｟
敬
称
略
｠

　
栃
木
県
で
10
月
１
日
か
ら
11
日

に
行
わ
れ
た
「
い
ち
ご
一
会
と
ち

ぎ
国
体
」
の
ボ
ー
ト
競
技
、
成
年

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た

本
市
出
身
の
五
十
嵐
い
づ
み
選
手

｟
立
教
大
学
４
年
｠
が
優
勝
し
ま

し
た
。
秋
田
市
出
身
の
茂
内
さ
く

ら
選
手
と
組
み
、
決
勝
で
は
２
位

に
約
４
秒
差
を
つ
け
て
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
。

　
ま
た
、
少
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

カ
ル
で
山
崎
優
子
選
手
｟
本
荘
高

校
２
年
｠
が
６
位
入
賞
、
少
年
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
佐
藤
圭
翼

選
手
｟
本
荘
高
校
２
年
｠
が
７
位

入
賞
す
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

―

優
勝
し
た
お
気
持
ち
は
？

　
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
で
結
果
を
知
っ
た
友

人
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
か
ら

も
た
く
さ
ん
お
祝
い
の
言
葉
を
も

ら
い
、
私
が
思
っ
て
い
た
以
上
に

周
囲
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
私

の
活
躍
を
私
以
上
に
喜
ん
で
く

れ
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
る
人

が
周
り
に
い
た
か
ら
私
も
頑
張
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
た
た
か

い
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

―

自
分
た
ち
の
長
所
は
何
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
か
？

　
柔
軟
性
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ペ
ア
の
茂
内
と
練
習
で
き
た
の
は

国
体
の
期
間
中
だ
け
で
、
練
習
後

す
ぐ
に
レ
ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
で
も
他
の
ク
ル
ー

と
戦
え
た
の
は
互
い
の
違
い
を
理

解
し
な
が
ら
、
す
り
合
わ
せ
る
と

こ
ろ
、
個
性
と
し
て
持
ち
続
け
る

と
こ
ろ
を
２
人
で
見
極
め
、
柔
軟

に
漕
ぎ
を
作
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
勝
つ
た
め
に
ど
の
よ
う

に
漕
ぐ
か
、
ど
の
よ
う
な
展
開
で

レ
ー
ス
を
す
る
か
と
い
う
点
も
、

２
人
で
細
か
く
話
し
合
い
ま
し

た
。
茂
内
は
イ
ン
カ
レ
で
も
優
勝

し
て
い
る
実
力
の
あ
る
選
手
で

す
。
私
は
ス
ト
ロ
ー
ク
｟
漕
ぐ
速

さ
な
ど
を
調
整
す
る
役
割
｠
と
し

て
、
茂
内
に
頼
り
っ
き
り
に
な
る

の
で
は
な
く
、
リ
ズ
ム
を
作
る
点

や
精
神
面
な
ど
で
支
え
る
こ
と
を

意
識
し
ま
し
た
。

―

子
吉
川
で
練
習
し
て
い
る
後
輩

た
ち
へ
一
言

　
練
習
を
一
生
懸
命
し
て
い
る
と

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
く
じ
け
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
こ
そ
周
り
を
見
渡
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
応
援
し
て
く
れ
る
人
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活
躍
を
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れ
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。
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。
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今
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最
後
に
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今
後
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。
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
74
ー
８
０
３
８

写真：前列左から３番目

少年女子シングルスカル
山崎優子選手（本荘高校２年）

写真：前列左から３番目

写真：前列右から２番目

少年男子シングルスカル
佐藤圭翼選手（本荘高校２年）

写真：前列右から２番目

国体優勝国体優勝
本市出身 ボート選手

本荘高校生も２種目で入賞

６位入賞

７位入賞

ボ
ー
ト
競
技

３
選
手
が
優
勝
・
入
賞

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

｟
五
十
嵐
い
づ
み
選
手
｠

成年女子ダブルスカル
五十嵐いづみ選手（立教大学４年）
成年女子ダブルスカル
五十嵐いづみ選手（立教大学４年）
写真：五十嵐いづみ選手（左・本市出身）

　　　ペアの茂内さくら選手（右・秋田市出身）

写真：五十嵐いづみ選手（左・本市出身）

　　　ペアの茂内さくら選手（右・秋田市出身）

問

い
ち

え



市内50㌫の住宅で正しい場所に設置されていません

　平成23年から、すべての住宅に住宅用火

災警報器の設置が義務づけられています。

　しかし、令和４年度に消防本部が行った

調査では、市内の住宅に設置されている住

宅用火災警報器のうち、半数が条例で定め

られた正しい場所に設置されていませんで

した。ご自宅の住宅用火災警報器が正しい

場所にあるか、いま一度確認してみませんか。

　住宅用火災警報器が設置されていない、

または新たに設置する必要がある場合、お近

くの電気店やホームセンターなどで購入できま

す。ご自身やご家族の命を守るため、ぜひ住

宅用火災警報器の設置をご検討ください。

階段階段

寝室寝室

寝室寝室 台所台所

　この２カ所への設置が義務化されている

のは、就寝時に発生している火災での逃げ

遅れが原因で死亡する人が多いためです。

　令和２年中の全国での住宅火災の死者８

９９人のうち、逃げ遅れが原因で亡くなっ

た人は４４８人と約半数となっています。

　就寝中にほかの部屋で火災が発生して

も、住宅用火災警報器を「寝室」、「階段上

部（２階以上に寝室がある場合）」に設置し

ておくことで、いち早く火災に気づき、避

難することができます。

「寝室」と「階段上部」への設置が義務化されています

お近くの販売店で購入できます
11月６日㈰ ～12日㈯は、
　　　 秋の火災予防運動実施期間です

消防本部予防課　☎２２－４２８７ / 消防署　☎２２－００１１問

　秋は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなり

ます。火の取り扱いには十分注意しましょう。

11月は　DV防止推進月間・児童虐待防止推進月間　です

相談窓口　（全国共通窓口は　　　　番へ！）

県中央児童相談所　　　☎０１８－８６２－７３１１

県子ども家庭相談電話 ☎０１２０－４２－４１５２

こども未来課　　　　　☎２４－６３１９

本荘公園大手門が紫色に　11月16日㈬～30日㈬

相談窓口　(夜間・緊急時は　　　　番へ！ )

女性ダイヤル相談　　　☎０１８－８３５－９０５２

ＤＶホットライン　　　☎０１２０－７８３－２５１

県民安全相談センター　☎０１８－８６４－９１１０

こども未来課　　　　　☎２４－６３１９

相談窓口　（全国共通窓口は　　　　番へ！）

県中央児童相談所　　　☎０１８－８６２－７３１１

県子ども家庭相談電話 ☎０１２０－４２－４１５２

こども未来課　　　　　☎２４－６３１９

相談窓口　(夜間・緊急時は　　　　番へ！夜間・緊急時は　　　　番へ！夜間・緊急時は　　　　番へ！夜間・緊急時は　　　　番へ！夜間・緊急時は　　　　番へ！夜間・緊急時は　　　　番へ！夜間・緊急時は　　　　番へ！ )

女性ダイヤル相談　　　☎０１８－８３５－９０５２

ＤＶホットライン　　　☎０１２０－７８３－２５１

県民安全相談センター　☎０１８－８６４－９１１０

こども未来課　　　　　☎２４－６３１９

　配偶者やパートナーからの暴力(ＤＶ)
は、重大な人権侵害です。一人で悩ま
ないで、まずは相談してください。

女性に対する暴力根絶のシンボルである「パープルリボン」
にちなみ、本荘公園大手門を紫色にライトアップします。

　子育てに不安や悩みがある方、虐待
を受けたと思われる子どもを見つけた
方は、次の窓口にご相談ください。

　設置義務がある箇所 設置を推奨している箇所

警報器

住宅用火災警
報器の詳細

児童虐待防止運動のシンボルである「オレンジリボン」にちな
み、本荘公園大手門をオレンジ色にライトアップします。

本荘公園大手門がオレンジ色に　11月１日㈫～15日㈫
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輩

た
ち
へ
一
言

　
練
習
を
一
生
懸
命
し
て
い
る
と

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
く
じ
け
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
こ
そ
周
り
を
見
渡
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
応
援
し
て
く
れ
る
人
、
活
躍
を

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
人
、

そ
ば
で
支
え
て
く
れ
る
人
が
必
ず

い
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
人
た
ち

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

謙
虚
に
、
そ
し
て
貪
欲
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま

す
。

―

今
後
の
目
標
は
？

　
今
回
の
国
体
を
最
後
に
私
は

ボ
ー
ト
競
技
を
引
退
し
ま
す
が
、

今
後
働
い
て
い
く
中
で
も
、
地
元

で
培
っ
た
精
神
力
を
生
か
し
て
社

会
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　
後
輩
ボ
ー
ト
部
の
皆
さ
ん
の
活

躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
74
ー
８
０
３
８

写真：前列左から３番目

少年女子シングルスカル
山崎優子選手（本荘高校２年）

写真：前列左から３番目

写真：前列右から２番目

少年男子シングルスカル
佐藤圭翼選手（本荘高校２年）

写真：前列右から２番目

国体優勝国体優勝
本市出身 ボート選手

本荘高校生も２種目で入賞

６位入賞

７位入賞

ボ
ー
ト
競
技

３
選
手
が
優
勝
・
入
賞

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

｟
五
十
嵐
い
づ
み
選
手
｠

成年女子ダブルスカル
五十嵐いづみ選手（立教大学４年）
成年女子ダブルスカル
五十嵐いづみ選手（立教大学４年）
写真：五十嵐いづみ選手（左・本市出身）

　　　ペアの茂内さくら選手（右・秋田市出身）

写真：五十嵐いづみ選手（左・本市出身）

　　　ペアの茂内さくら選手（右・秋田市出身）

問

い
ち

え
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取
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
地
域

の
特
産
品
で
あ
る
そ
ば
に
も
っ

と
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
鳥
海
小

学
校
｟
平
成
25
年
開
校
｠
統
合

前
の
直
根
小
時
代
か
ら

続
い
て
お
り
、
地
元
の

老
人
ク
ラ
ブ
・
直
根
栄

寿
会
｟
柴
田
恭
一
会

長
｠
が
畑
を
耕
し
た
り
、

下
刈
り
な
ど
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
ら
は
８
班
に
分

か
れ
、
畑
の
外
周
部
分

の
ソ
バ
を
は
さ
み
で
１

本
ず
つ
丁
寧
に
収
穫
。
刈
り
取

ら
れ
た
ソ
バ
は
す
ぐ
に
専
用
の

機
械
で
脱
穀
さ
れ
、
袋
に
詰
ま

っ
た
ソ
バ
の
実
を
児
童
た
ち
は

う
れ
し
そ
う
に
眺
め
ま
し
た
。

　
４
年
生
の
小
野
希
実
さ
ん
は

「
去
年
の
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
上
手
に
刈
り
取
り
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
収
穫
さ
れ
た
ソ
バ
を

使
っ
て
、
11
月
に
は
同
小
で
そ

ば
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　
９
月
26
日
、
鳥
海
小
学
校
の

３
・
４
年
生
25
人
が
直
根
学
習

セ
ン
タ
ー
｟
旧
直
根
小
学
校
｠

に
あ
る
ソ
バ
畑
で
ソ
バ
の
刈
り

お
い
し
い
お
そ
ば
が
で
き
る
ま
で
を
学
ぶ

鳥
海
小
児
童
、
ソ
バ
の
刈
り
取
り
を
体
験

控
え
た
高
校
生
に
講
演
会
な
ど

で
話
し
た
ま
だ
活
字
化
さ
れ
て

い
な
い
内
容
を
、
会
員
が
録
音

テ
ー
プ
か
ら
書
き
起
こ
し
て
本

に
し
た
も
の
で
す
。

　
９
月
28
日
に
市
内
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
同
会
の
総
会
で
、
小

林
会
長
が
「
佐
藤
さ
ん
の
見
識

や
人
柄
、
古
里
へ
の
強
い
思
い

を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
、
地
域

発
展
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
湊
市
長
へ
冊
子
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
冊
子
は
、
市
内

の
小
中
学
校
の
ほ
か
、
図
書

館
・
図
書
室
、
市
役
所
本
庁
舎
・

各
総
合
支
所
な
ど
に
設
置
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
中
央
図
書
館
の
記
念
文
庫
整

備
や
「
図
書
館
調
べ
る
学
習
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
後
援
な
ど
を
通

し
て
、
故
佐
藤
憲
一
さ
ん
の
顕

彰
活
動
を
行
っ
て
い
る
佐
藤
憲

一
顕
彰
会
｟
小
林
憲
一
郎
会
長
｠

か
ら
、
設
立
20
周
年
を
記
念
し

て
発
刊
し
た
『
講
演
記
録
「
佐

藤
憲
一
の
こ
と
ば
」
』
80
冊
が
、

こ
の
ほ
ど
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昭
和
30
年
か
ら
７
期

28
年
に
わ
た
り
本
荘
市
長
を
務

め
た
佐
藤
さ
ん
が
「
成
年
の
つ

ど
い
」
や
市
民
講
座
、
卒
業
を

設
立
20
周
年
・
佐
藤
憲一顕
彰
会
か
ら

講
演
記
録
の
本
が
寄
贈

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
香
川
県
高
松
市
。

　
生
駒
公
の
縁
で
、
旧
矢

島
町
が
締
結
し
た
友
好
都

市
の
絆
に
よ
り
、
こ
の
た

び
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
「
姉
妹
城
・
親
善
都
市

と
交
流
都
市
の
観
光
と
物

産
展
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
本
市
を
含
む
７
市
町
の

特
産
品
な
ど
の
出
展
は
朝

か
ら
大
盛
況
で
し
た
。

　
高
松
市
長
を
は
じ
め
、

参
加
さ
れ
た
方
々
と
の
交

流
が
深
ま
り
、
大
変
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
和
牛
を
決
め

る
国
内
最
大
の
品
評
会

「
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
」。

　
５
年
に
１
度
の
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
い
わ

れ
、
今
回
は
鹿
児
島
県
霧

島
市
と
南
九
州
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
数
４
３
８
頭
中
、
秋

田
県
か
ら
は
14
頭
、
う
ち

本
市
か
ら
は
３
頭
が
出
品

さ
れ
、
出
品
者
の
皆
さ
ん

を
激
励
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

10月８日㈯投稿　姉妹城・親善都市と交流都市

　　　　　　　　の観光と物産展（高松市）

10月９日㈰投稿　第12回全国和牛能力共進会

　　　　　　　　鹿児島大会（霧島市）

元
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
教
わ
る

セ
ノ
ン
全
国
少
年
少
女
野
球
教
室
が
開
催

打撃投手としてボールを投げる元プロ野球選手

第
28
回
セ
ノ
ン
全
国
少
年
少

女
野
球
教
室
が
、
10
月
１
日
に

水
林
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
三
浦
正

行
さ
ん
、
村
岡
耕
一
さ
ん
、

村
田
辰
美
さ
ん
、
小
野
和

幸
さ
ん
、
今
浪
隆
博
さ
ん
、

内
藤
雄
太
さ
ん
の
６
人
が

講
師
と
な
り
、
市
内
の
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団

員
約
50
人
に
、
守
備
や
打

撃
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

打
撃
指
導
で
は
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
講
師
と
の
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
を
行
う
中
で
、

講
師
が
実
際
に
バ
ッ
ト
を
振
り
、

プ
ロ
の
打
撃
フ
ォ
ー
ム
や
打
球

の
速
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
披
露

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
学
校
生
活
を

本
荘
東
中
へ
感
染
症
対
策
機
器
を
寄
贈

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
、
株
式
会
社
三
義
と
株

式
会
社
北
都
銀
行
か
ら
本
荘
東

中
学
校
へ
、
オ
ゾ
ン
を
発
生
さ

せ
除
菌
や
脱
臭
を
行
う
機
器
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
義
は
同
校
近
く
の
開
発
事

業
「
一
番
堰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
携
わ
っ
て
お
り
、
地
域
貢
献

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
寄
贈
。

９
月
28
日
に
同
校
で
行
わ
れ
た

寄
贈
式
で
小
野
敬
之
社
長
は

「
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
、
元

気
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
機
器
は
13
台
で
、

う
ち
１
台
が
北
都
銀
行
か
ら
。

こ
れ
ら
は
教
室
に
１
台
ず
つ
設

置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
教
室
終
盤
に
は
今
浪
さ
ん
と

３
打
席
勝
負
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
に
ヒ
ッ
ト
が
出
る
と
球
場

全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

Yurihonjo City TopicsYurihonjo City Topics

寄贈品を手にする小野社長（左）と
髙橋義明校長（右）

◆「市長の行動」報告（９月分）

石川善兵衛翁植林記念祭祝賀会会費
全国和牛能力共進会鹿児島大会に向けた決
起集会懇親会会費（○代佐々木副市長）
鳥海山ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ関係者懇親会会費
地元企業との懇談会経費

9月1日㈭
3日㈯
4日㈰

7日㈬

10日㈯

11日㈰

12日㈪

13日㈫

14日㈬

15日㈭

16日㈮

20日㈫

21日㈬

22日㈭

24日㈯

25日㈰
26日㈪

27日㈫

28日㈬

29日㈭

9月1日

9月10日
9月21日
合　計

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

（2）会費等

副市長交際費執行状況

件　　　　　数
5　件 40,000合　計

3,000

6,000

5,000
10,000
24,000

合　計 0

支出額

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容
支出なし

支出日 支出額

（円）

（円）

（円）

石川善兵衛翁植林記念祭 追善供養・祝賀会
市総合防災訓練
県親善少年空手道大会
アジア太平洋ジオパークネットワーク国際シンポジウム
（オンライン）（にかほ市）
鳥海山SEA TO SUMMIT開会式・環境シンポジウム・
関係者懇親会（遊佐町）
由利本荘民謡大会開会式
子吉川レガッタ（市民ボート大会）
由利高原鉄道㈱  YR2002号新ラッピングお披露目会
・試乗会
県・県議会への要望（秋田市）
小友財産区管理会
市グラウンド・ゴルフ連合会 親善グラウンド・ゴルフ大会
旧百宅廃校利用組合 小野氏 寄附贈呈式
由利高原鉄道（株） 取締役会
シブヤスタジオ 渋谷社長 東北写真師会コンテスト
文部科学大臣賞受賞報告
決算審査特別委員会
石沢財産区議会定例会
予算編成会議
国民体育大会・障害者スポーツ大会 由利本荘市壮行会
市功労者選考委員会
市交通安全対策会議
地元企業との懇談会
市議会定例会本会議（閉会）
市議会全員協議会
全国市町村交流レガッタ潮来大会 開会式（茨城県）
全国ボート場所在市町村協議会 首長ミーティング（茨城県）
全国市町村交流レガッタ 潮来大会（茨城県）
日本生命保険相互会社秋田支社との包括連携協定締結式
全国和牛能力共進会出品者による市長表敬訪問
再エネ海域利用法に基づく協議会（秋田市）
市都市計画審議会
佐藤憲一顕彰会総会
石脇財産区議会定例会
アランマーレ秋田 出陣式（秋田市）

湊市長（左）と講演記録の本を手にする
小林会長（右）

○代：代理出席

ソバを刈り取る児童ら

ピッチングを教わる団員
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取
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
地
域

の
特
産
品
で
あ
る
そ
ば
に
も
っ

と
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
鳥
海
小

学
校
｟
平
成
25
年
開
校
｠
統
合

前
の
直
根
小
時
代
か
ら

続
い
て
お
り
、
地
元
の

老
人
ク
ラ
ブ
・
直
根
栄

寿
会
｟
柴
田
恭
一
会

長
｠
が
畑
を
耕
し
た
り
、

下
刈
り
な
ど
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
ら
は
８
班
に
分

か
れ
、
畑
の
外
周
部
分

の
ソ
バ
を
は
さ
み
で
１

本
ず
つ
丁
寧
に
収
穫
。
刈
り
取

ら
れ
た
ソ
バ
は
す
ぐ
に
専
用
の

機
械
で
脱
穀
さ
れ
、
袋
に
詰
ま

っ
た
ソ
バ
の
実
を
児
童
た
ち
は

う
れ
し
そ
う
に
眺
め
ま
し
た
。

　
４
年
生
の
小
野
希
実
さ
ん
は

「
去
年
の
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
上
手
に
刈
り
取
り
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
収
穫
さ
れ
た
ソ
バ
を

使
っ
て
、
11
月
に
は
同
小
で
そ

ば
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　
９
月
26
日
、
鳥
海
小
学
校
の

３
・
４
年
生
25
人
が
直
根
学
習

セ
ン
タ
ー
｟
旧
直
根
小
学
校
｠

に
あ
る
ソ
バ
畑
で
ソ
バ
の
刈
り

お
い
し
い
お
そ
ば
が
で
き
る
ま
で
を
学
ぶ

鳥
海
小
児
童
、
ソ
バ
の
刈
り
取
り
を
体
験

控
え
た
高
校
生
に
講
演
会
な
ど

で
話
し
た
ま
だ
活
字
化
さ
れ
て

い
な
い
内
容
を
、
会
員
が
録
音

テ
ー
プ
か
ら
書
き
起
こ
し
て
本

に
し
た
も
の
で
す
。

　
９
月
28
日
に
市
内
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
同
会
の
総
会
で
、
小

林
会
長
が
「
佐
藤
さ
ん
の
見
識

や
人
柄
、
古
里
へ
の
強
い
思
い

を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
、
地
域

発
展
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
湊
市
長
へ
冊
子
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
冊
子
は
、
市
内

の
小
中
学
校
の
ほ
か
、
図
書

館
・
図
書
室
、
市
役
所
本
庁
舎
・

各
総
合
支
所
な
ど
に
設
置
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
中
央
図
書
館
の
記
念
文
庫
整

備
や
「
図
書
館
調
べ
る
学
習
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
後
援
な
ど
を
通

し
て
、
故
佐
藤
憲
一
さ
ん
の
顕

彰
活
動
を
行
っ
て
い
る
佐
藤
憲

一
顕
彰
会
｟
小
林
憲
一
郎
会
長
｠

か
ら
、
設
立
20
周
年
を
記
念
し

て
発
刊
し
た
『
講
演
記
録
「
佐

藤
憲
一
の
こ
と
ば
」
』
80
冊
が
、

こ
の
ほ
ど
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昭
和
30
年
か
ら
７
期

28
年
に
わ
た
り
本
荘
市
長
を
務

め
た
佐
藤
さ
ん
が
「
成
年
の
つ

ど
い
」
や
市
民
講
座
、
卒
業
を

設
立
20
周
年
・
佐
藤
憲一顕
彰
会
か
ら

講
演
記
録
の
本
が
寄
贈

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
香
川
県
高
松
市
。

　
生
駒
公
の
縁
で
、
旧
矢

島
町
が
締
結
し
た
友
好
都

市
の
絆
に
よ
り
、
こ
の
た

び
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
「
姉
妹
城
・
親
善
都
市

と
交
流
都
市
の
観
光
と
物

産
展
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
本
市
を
含
む
７
市
町
の

特
産
品
な
ど
の
出
展
は
朝

か
ら
大
盛
況
で
し
た
。

　
高
松
市
長
を
は
じ
め
、

参
加
さ
れ
た
方
々
と
の
交

流
が
深
ま
り
、
大
変
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
和
牛
を
決
め

る
国
内
最
大
の
品
評
会

「
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
」。

　
５
年
に
１
度
の
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
い
わ

れ
、
今
回
は
鹿
児
島
県
霧

島
市
と
南
九
州
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
数
４
３
８
頭
中
、
秋

田
県
か
ら
は
14
頭
、
う
ち

本
市
か
ら
は
３
頭
が
出
品

さ
れ
、
出
品
者
の
皆
さ
ん

を
激
励
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

10月８日㈯投稿　姉妹城・親善都市と交流都市

　　　　　　　　の観光と物産展（高松市）

10月９日㈰投稿　第12回全国和牛能力共進会

　　　　　　　　鹿児島大会（霧島市）

元
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
教
わ
る

セ
ノ
ン
全
国
少
年
少
女
野
球
教
室
が
開
催

打撃投手としてボールを投げる元プロ野球選手

第
28
回
セ
ノ
ン
全
国
少
年
少

女
野
球
教
室
が
、
10
月
１
日
に

水
林
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
三
浦
正

行
さ
ん
、
村
岡
耕
一
さ
ん
、

村
田
辰
美
さ
ん
、
小
野
和

幸
さ
ん
、
今
浪
隆
博
さ
ん
、

内
藤
雄
太
さ
ん
の
６
人
が

講
師
と
な
り
、
市
内
の
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団

員
約
50
人
に
、
守
備
や
打

撃
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

打
撃
指
導
で
は
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
講
師
と
の
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
を
行
う
中
で
、

講
師
が
実
際
に
バ
ッ
ト
を
振
り
、

プ
ロ
の
打
撃
フ
ォ
ー
ム
や
打
球

の
速
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
披
露

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
学
校
生
活
を

本
荘
東
中
へ
感
染
症
対
策
機
器
を
寄
贈

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
、
株
式
会
社
三
義
と
株

式
会
社
北
都
銀
行
か
ら
本
荘
東

中
学
校
へ
、
オ
ゾ
ン
を
発
生
さ

せ
除
菌
や
脱
臭
を
行
う
機
器
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
義
は
同
校
近
く
の
開
発
事

業
「
一
番
堰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
携
わ
っ
て
お
り
、
地
域
貢
献

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
寄
贈
。

９
月
28
日
に
同
校
で
行
わ
れ
た

寄
贈
式
で
小
野
敬
之
社
長
は

「
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
、
元

気
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
機
器
は
13
台
で
、

う
ち
１
台
が
北
都
銀
行
か
ら
。

こ
れ
ら
は
教
室
に
１
台
ず
つ
設

置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
教
室
終
盤
に
は
今
浪
さ
ん
と

３
打
席
勝
負
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
に
ヒ
ッ
ト
が
出
る
と
球
場

全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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寄贈品を手にする小野社長（左）と
髙橋義明校長（右）

◆「市長の行動」報告（９月分）

石川善兵衛翁植林記念祭祝賀会会費
全国和牛能力共進会鹿児島大会に向けた決
起集会懇親会会費（○代佐々木副市長）
鳥海山ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ関係者懇親会会費
地元企業との懇談会経費

9月1日㈭
3日㈯
4日㈰

7日㈬

10日㈯

11日㈰

12日㈪

13日㈫

14日㈬

15日㈭

16日㈮

20日㈫

21日㈬

22日㈭

24日㈯

25日㈰
26日㈪

27日㈫

28日㈬

29日㈭

9月1日

9月10日
9月21日
合　計

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

（2）会費等

副市長交際費執行状況

件　　　　　数
5　件 40,000合　計

3,000

6,000

5,000
10,000
24,000

合　計 0

支出額

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容
支出なし

支出日 支出額

（円）

（円）

（円）

石川善兵衛翁植林記念祭 追善供養・祝賀会
市総合防災訓練
県親善少年空手道大会
アジア太平洋ジオパークネットワーク国際シンポジウム
（オンライン）（にかほ市）
鳥海山SEA TO SUMMIT開会式・環境シンポジウム・
関係者懇親会（遊佐町）
由利本荘民謡大会開会式
子吉川レガッタ（市民ボート大会）
由利高原鉄道㈱  YR2002号新ラッピングお披露目会
・試乗会
県・県議会への要望（秋田市）
小友財産区管理会
市グラウンド・ゴルフ連合会 親善グラウンド・ゴルフ大会
旧百宅廃校利用組合 小野氏 寄附贈呈式
由利高原鉄道（株） 取締役会
シブヤスタジオ 渋谷社長 東北写真師会コンテスト
文部科学大臣賞受賞報告
決算審査特別委員会
石沢財産区議会定例会
予算編成会議
国民体育大会・障害者スポーツ大会 由利本荘市壮行会
市功労者選考委員会
市交通安全対策会議
地元企業との懇談会
市議会定例会本会議（閉会）
市議会全員協議会
全国市町村交流レガッタ潮来大会 開会式（茨城県）
全国ボート場所在市町村協議会 首長ミーティング（茨城県）
全国市町村交流レガッタ 潮来大会（茨城県）
日本生命保険相互会社秋田支社との包括連携協定締結式
全国和牛能力共進会出品者による市長表敬訪問
再エネ海域利用法に基づく協議会（秋田市）
市都市計画審議会
佐藤憲一顕彰会総会
石脇財産区議会定例会
アランマーレ秋田 出陣式（秋田市）

湊市長（左）と講演記録の本を手にする
小林会長（右）

○代：代理出席

ソバを刈り取る児童ら

ピッチングを教わる団員



以下の①②いずれかに該当し、かつ申し込みを希望す
る各職種の受験資格を満たす方
①申込日現在で県外に居住し、県外での職務経験年数
　が３年以上あり、採用後に本市に居住する意向があ
　る方
②申込日現在で県内に居住し、申込日から起算して過
　去５年間に県外での職務経験年数が３年以上あり、　
　採用後に本市に居住する意向がある方

Yurihonjo city public Relations. 20229

※

郵
送
受
け
取
り
希
望
の
場
合
は

郵
送
料
４
０
４
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

申
し
込
み
先
　
11
月
１
日
㈫
～
12

月
１
日
㈭
ま
で
、
矢
島
総
合
支
所

産
業
建
設
課
へ
｟
平
日
の
み
｠

※

12
月
２
日
㈮
以
降
は
矢
島
ス

キ
ー
場
リ
フ
ト
券
売
り
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

※

引
き
渡
し
は
12
月
に
入
っ
て
か

ら
と
な
り
ま
す
。

※

申
込
書
は
観
光
振
興
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
矢
島
ス

キ
ー
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〖
前
売
り
１
日
券
〗

料
金

○
大
人
　
　
　
　
２
７
０
０
円

 

　
　
　
　
｟
通
常
３
２
０
０
円
｠

○
シ
ル
バ
ー
　
　
２
１
０
０
円

　
　
　
　 

｟
通
常
２
４
０
０
円
｠

○
子
ど
も
　
　
　
１
３
０
０
円

　
　
　
　 

｟
通
常
１
６
０
０
円
｠

販
売
期
間

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

申
し
込
み
先
　
矢
島
総
合
支
所
産

業
建
設
課
｟
平
日
の
み
｠

※

申
込
書
は
矢
島
総
合
支
所
産
業

建
設
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
矢

島
ス
キ
ー
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

シ
ー
ズ
ン
券
を
、
市
民
の
方
に
割

り
引
き
し
て
販
売
し
ま
す
。
県
内

提
携
ス
キ
ー
場
に
シ
ー
ズ
ン
券
を

持
参
し
た
場
合
、
１
日
券
が
大
人

と
子
ど
も
の
ど
ち
ら
も
５
０
０
円

引
き
で
購
入
で
き
ま
す
。
夏
油
高

原
ス
キ
ー
場
に
シ
ー
ズ
ン
券
を
持

参
し
た
場
合
、
１
日
券
が
割
り
引

き
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
シ
ー
ズ

ン
も
お
得
な
前
売
り
１
日
券
を
期

間
限
定
で
販
売
し
ま
す
。

〖
市
民
シ
ー
ズ
ン
券
〗

料
金

○
大
人
　
　
　 

２
万
１
２
０
０
円

○
シ
ル
バ
ー
｟
60
歳
以
上
／
昭
和

　
38
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

　
方
｠　
　
　  

１
万
５
９
０
０
円

○
子
ど
も
｟
中
学
生
以
下
｠

　
　
　
　
　
　
　
　 

４
９
０
０
円

○
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の

　
学
生
　
　
　 

１
万
８
７
０
０
円

販
売
期
間
　
11
月
１
日
㈫
～

申
し
込
み
方
法
　
購
入
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
書
類
な
ど
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
顔
写
真
｟
縦
４
糎
、
横
３
糎
｠　

　
２
枚

②
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

　
ど
の
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認

　
で
き
る
も
の
｟
高
校
生
・
県
立

　
大
生
は
学
生
証
も
提
示
｠

３
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

お
得
な
市
民
シ
ー
ズ
ン
券
・
前
売
り
１
日
券
を
販
売
し
ま
す

※

引
き
渡
し
は
営
業
開
始
後
｟
12

月
17
日
か
ら
｠、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト

券
売
り
場
で
行
い
ま
す
。

　
矢
島
ス
キ
ー
場
シ
ー
ズ
ン
券
・

　
前
売
り
１
日
券
の
出
張
販
売

日
時
　
11
月
12
日
㈯
、
20
日
㈰

10
時
～
15
時

場
所
　
ネ
ク
サ
ス
由
利
本
荘
店

※

出
張
販
売
時
は
そ
の
場
で
写
真

撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
、
顔
写
真

の
持
参
は
不
要
で
す
。

☎
56―

２
１
８
２

問
い
合
わ
せ
先

鳥
海
高
原

矢
島
ス
キ
ー
場

▼
12
月
２
日
以
降

☎
55―

４
９
５
３

矢
島
総
合
支
所

産
業
建
設
課

▼
12
月
１
日
ま
で
｟
平
日
の
み
｠

▼矢島スキー場
　ホームページ

　
令
和
５
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数

○
行
政
職…

上
級
・
中
級
・
初
級
・

　
職
務
経
験
者
お
よ
び
障
が
い
者

　
対
象
の
う
ち
か
ら
若
干
名

１
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

○
技
術
職
〖
土
木
〗…

上
級
・
中
級
・

　
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者
の
う

　
ち
か
ら
若
干
名

申
込
期
限
　
11
月
17
日
㈭
17
時

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
。

☎
24―

６
２
１
６

〒
０
１
５―

８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

｟
市
役
所
２
階
｠

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

申
し
込
み
方
法
　
原
則
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
秋
田
県
由
利
本
荘
市
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

の
申
し
込
み

※

詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み
が
で
き
な
い
方
で
、
申
込
用

紙
の
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
「
職

員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、
１
４
０

円
切
手
、
受
験
を
希
望
す
る
試
験

区
分
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
、
下

記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

第１次試験日・会場…12月11日㈰　由利本荘市役所本庁舎
申込期間…11月１日㈫８時半～17日㈭17時

※試験区分の併願はできません。

※「大学」には「専修学校の専門課程（修業年限が４年以上でその他の文部科学

　大臣が定める基準を満たすもの)で文部科学大臣が指定したもの」を含みます。

※「短期大学など」には「高等専門学校」「専修学校の専門課程（修業年限が２

　年以上で、かつ1600時間以上の授業の履修を義務づけている課程）」を含みま 

　す。また、大学に２年以上在学し、62単位以上を修得した方も短大卒扱いと

　します。

※職務経験年数では、アルバイト、パートタイマーおよび臨時職員などの正職

　員ではない経験年数を対象外とします。

▼こちらから

平成５年４月２日から平成 13 年４月１日までに生まれ
た方（学歴区分なし）

平成７年４月２日から平成 15 年４月１日までに生まれ
た方（大学を卒業または卒業見込みの方を除く）

平成９年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ
た方（大学、短期大学などを卒業または卒業見込みの
方を除く）

昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、県外での民間企業などにおける職務経験が３
年以上（令和５年３月 31 日現在で３年見込みの場合を
含む）の方（学歴区分なし）

昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、二級土木施工管理技士以上の資格を有するか、
受験資格を有し、かつ県外での民間企業などにおける
土木工事の設計・施工管理などの職務経験が３年以上
（令和５年３月31日現在で３年見込みの場合を含む）の
方（学歴区分なし）

昭和61年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ
た方で、次に掲げる手帳などの交付を受けている方
①身体障害者手帳（１級から６級）または都道府県知
　事の定める医師（以下「指定医」という）もしくは
　産業医による障害者の雇用の促進等に関する法律別
　表に掲げる身体障害を有する旨の診断書・意見書（心
　臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうもしくは直腸、小腸、
　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫または肝臓の機能
　の障害については、指定医によるものに限る）
②都道府県知事もしくは政令指定都市市長が交付する
　療育手帳または児童相談所、知的障害者更生相談所、
　精神保健福祉センター、精神保健指定医もしくは障
　害者職業センターによる知的障害者であることの判
　定書
③精神障害者保健福祉手帳

行政職（上級）

技術職【土木】（上級）

行政職（中級）

技術職【土木】（中級）

行政職（初級）

技術職【土木】（初級）

職務経験者

行政職

技術職【土木】

行政職
（障がい者対象）

試験区分 受験資格

　
昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
本

市
の
成
人
式
は
、
令
和
４
年
度
に

20
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

「
二
十
歳
｟
は
た
ち
｠
を
祝
う
会
」

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

※

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
会
の

中
止
や
、
内
容
の
変
更
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
随
時
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

開
催
日
　
令
和
５
年
１
月
８
日
㈰

対
象
者
　
平
成
14
年
｟
２
０
０
２

年
｠
４
月
２
日 

か
ら 

平
成
15
年

｟
２
０
０
３
年
｠
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
　

会
場
　
カ
ダ
ー
レ

日
程
　
正
午
～
開
場
・
受
け
付
け

　
　
　
13
時
～
二
十
歳
を
祝
う
会

■
案
内
状
の
発
送

　
市
内
10
中
学
校
の
卒
業
生
｟
平

成
30
年
３
月
卒
業
｠
と
、
二
十
歳

ま
で
に
本
市
に
住
所
を
有
し
た
こ

と
の
あ
る
方
へ
、
11
月
下
旬
以
降

に
順
次
送
付
す
る
予
定
で
す
。

２
令
和
４
年
度
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

を
開
催
し
ま
す※

就
職
や
進
学
な
ど
で
本
市
を
離

れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
案
内
状
は
転
居
届
を
提
出

し
て
い
る
方
で
あ
っ
て
も
、
世
帯

主
の
方
と
対
象
者
へ
の
連
名
で
、

在
住
歴
の
あ
る
市
内
の
住
所
｟
実

家
な
ど
｠
へ
お
送
り
し
ま
す
。
世

帯
全
員
が
本
市
外
に
転
出
さ
れ
た

方
や
、
転
居
先
へ
直
接
の
送
付
を

希
望
す
る
方
は
11
月
18
日
㈮
ま
で

「
送
付
希
望
先
の
住
所
・
氏
名
」

を
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

○
式
典
当
日
は
会
場
の
混
み
具
合

　
に
よ
り
、
ご
家
族
の
入
場
を
制

　
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

○
対
象
者
な
ら
び
に
ご
家
族
用
の

　
駐
車
場
は
、
市
役
所
駐
車
場
と

　
カ
ダ
ー
レ
第
２
駐
車
場
と
な
り

　
ま
す
。
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

　
用
や
自
家
用
車
の
相
乗
り
な
ど

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

☎
32―

１
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

令和４年11月１日号　広報ゆりほんじょう 8



以下の①②いずれかに該当し、かつ申し込みを希望す
る各職種の受験資格を満たす方
①申込日現在で県外に居住し、県外での職務経験年数
　が３年以上あり、採用後に本市に居住する意向があ
　る方
②申込日現在で県内に居住し、申込日から起算して過
　去５年間に県外での職務経験年数が３年以上あり、　
　採用後に本市に居住する意向がある方

Yurihonjo city public Relations. 20229

※

郵
送
受
け
取
り
希
望
の
場
合
は

郵
送
料
４
０
４
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

申
し
込
み
先
　
11
月
１
日
㈫
～
12

月
１
日
㈭
ま
で
、
矢
島
総
合
支
所

産
業
建
設
課
へ
｟
平
日
の
み
｠

※

12
月
２
日
㈮
以
降
は
矢
島
ス

キ
ー
場
リ
フ
ト
券
売
り
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

※

引
き
渡
し
は
12
月
に
入
っ
て
か

ら
と
な
り
ま
す
。

※

申
込
書
は
観
光
振
興
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
矢
島
ス

キ
ー
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〖
前
売
り
１
日
券
〗

料
金

○
大
人
　
　
　
　
２
７
０
０
円

 

　
　
　
　
｟
通
常
３
２
０
０
円
｠

○
シ
ル
バ
ー
　
　
２
１
０
０
円

　
　
　
　 

｟
通
常
２
４
０
０
円
｠

○
子
ど
も
　
　
　
１
３
０
０
円

　
　
　
　 

｟
通
常
１
６
０
０
円
｠

販
売
期
間

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

申
し
込
み
先
　
矢
島
総
合
支
所
産

業
建
設
課
｟
平
日
の
み
｠

※

申
込
書
は
矢
島
総
合
支
所
産
業

建
設
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
矢

島
ス
キ
ー
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

シ
ー
ズ
ン
券
を
、
市
民
の
方
に
割

り
引
き
し
て
販
売
し
ま
す
。
県
内

提
携
ス
キ
ー
場
に
シ
ー
ズ
ン
券
を

持
参
し
た
場
合
、
１
日
券
が
大
人

と
子
ど
も
の
ど
ち
ら
も
５
０
０
円

引
き
で
購
入
で
き
ま
す
。
夏
油
高

原
ス
キ
ー
場
に
シ
ー
ズ
ン
券
を
持

参
し
た
場
合
、
１
日
券
が
割
り
引

き
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
シ
ー
ズ

ン
も
お
得
な
前
売
り
１
日
券
を
期

間
限
定
で
販
売
し
ま
す
。

〖
市
民
シ
ー
ズ
ン
券
〗

料
金

○
大
人
　
　
　 

２
万
１
２
０
０
円

○
シ
ル
バ
ー
｟
60
歳
以
上
／
昭
和

　
38
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

　
方
｠　
　
　  

１
万
５
９
０
０
円

○
子
ど
も
｟
中
学
生
以
下
｠

　
　
　
　
　
　
　
　 

４
９
０
０
円

○
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の

　
学
生
　
　
　 

１
万
８
７
０
０
円

販
売
期
間
　
11
月
１
日
㈫
～

申
し
込
み
方
法
　
購
入
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
書
類
な
ど
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
顔
写
真
｟
縦
４
糎
、
横
３
糎
｠　

　
２
枚

②
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

　
ど
の
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認

　
で
き
る
も
の
｟
高
校
生
・
県
立

　
大
生
は
学
生
証
も
提
示
｠

３
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

お
得
な
市
民
シ
ー
ズ
ン
券
・
前
売
り
１
日
券
を
販
売
し
ま
す

※

引
き
渡
し
は
営
業
開
始
後
｟
12

月
17
日
か
ら
｠、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト

券
売
り
場
で
行
い
ま
す
。

　
矢
島
ス
キ
ー
場
シ
ー
ズ
ン
券
・

　
前
売
り
１
日
券
の
出
張
販
売

日
時
　
11
月
12
日
㈯
、
20
日
㈰

10
時
～
15
時

場
所
　
ネ
ク
サ
ス
由
利
本
荘
店

※

出
張
販
売
時
は
そ
の
場
で
写
真

撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
、
顔
写
真

の
持
参
は
不
要
で
す
。

☎
56―

２
１
８
２

問
い
合
わ
せ
先

鳥
海
高
原

矢
島
ス
キ
ー
場

▼
12
月
２
日
以
降

☎
55―

４
９
５
３

矢
島
総
合
支
所

産
業
建
設
課

▼
12
月
１
日
ま
で
｟
平
日
の
み
｠

▼矢島スキー場
　ホームページ

　
令
和
５
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数

○
行
政
職…

上
級
・
中
級
・
初
級
・

　
職
務
経
験
者
お
よ
び
障
が
い
者

　
対
象
の
う
ち
か
ら
若
干
名

１
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

○
技
術
職
〖
土
木
〗…

上
級
・
中
級
・

　
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者
の
う

　
ち
か
ら
若
干
名

申
込
期
限
　
11
月
17
日
㈭
17
時

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
。

☎
24―

６
２
１
６

〒
０
１
５―

８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

｟
市
役
所
２
階
｠

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

申
し
込
み
方
法
　
原
則
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
秋
田
県
由
利
本
荘
市
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

の
申
し
込
み

※

詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み
が
で
き
な
い
方
で
、
申
込
用

紙
の
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
「
職

員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、
１
４
０

円
切
手
、
受
験
を
希
望
す
る
試
験

区
分
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
、
下

記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

第１次試験日・会場…12月11日㈰　由利本荘市役所本庁舎
申込期間…11月１日㈫８時半～17日㈭17時

※試験区分の併願はできません。

※「大学」には「専修学校の専門課程（修業年限が４年以上でその他の文部科学

　大臣が定める基準を満たすもの)で文部科学大臣が指定したもの」を含みます。

※「短期大学など」には「高等専門学校」「専修学校の専門課程（修業年限が２

　年以上で、かつ1600時間以上の授業の履修を義務づけている課程）」を含みま 

　す。また、大学に２年以上在学し、62単位以上を修得した方も短大卒扱いと

　します。

※職務経験年数では、アルバイト、パートタイマーおよび臨時職員などの正職

　員ではない経験年数を対象外とします。

▼こちらから

平成５年４月２日から平成 13 年４月１日までに生まれ
た方（学歴区分なし）

平成７年４月２日から平成 15 年４月１日までに生まれ
た方（大学を卒業または卒業見込みの方を除く）

平成９年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ
た方（大学、短期大学などを卒業または卒業見込みの
方を除く）

昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、県外での民間企業などにおける職務経験が３
年以上（令和５年３月 31 日現在で３年見込みの場合を
含む）の方（学歴区分なし）

昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、二級土木施工管理技士以上の資格を有するか、
受験資格を有し、かつ県外での民間企業などにおける
土木工事の設計・施工管理などの職務経験が３年以上
（令和５年３月31日現在で３年見込みの場合を含む）の
方（学歴区分なし）

昭和61年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ
た方で、次に掲げる手帳などの交付を受けている方
①身体障害者手帳（１級から６級）または都道府県知
　事の定める医師（以下「指定医」という）もしくは
　産業医による障害者の雇用の促進等に関する法律別
　表に掲げる身体障害を有する旨の診断書・意見書（心
　臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうもしくは直腸、小腸、
　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫または肝臓の機能
　の障害については、指定医によるものに限る）
②都道府県知事もしくは政令指定都市市長が交付する
　療育手帳または児童相談所、知的障害者更生相談所、
　精神保健福祉センター、精神保健指定医もしくは障
　害者職業センターによる知的障害者であることの判
　定書
③精神障害者保健福祉手帳

行政職（上級）

技術職【土木】（上級）

行政職（中級）

技術職【土木】（中級）

行政職（初級）

技術職【土木】（初級）

職務経験者

行政職

技術職【土木】

行政職
（障がい者対象）

試験区分 受験資格

　
昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
本

市
の
成
人
式
は
、
令
和
４
年
度
に

20
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

「
二
十
歳
｟
は
た
ち
｠
を
祝
う
会
」

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

※

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
会
の

中
止
や
、
内
容
の
変
更
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
随
時
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

開
催
日
　
令
和
５
年
１
月
８
日
㈰

対
象
者
　
平
成
14
年
｟
２
０
０
２

年
｠
４
月
２
日 

か
ら 

平
成
15
年

｟
２
０
０
３
年
｠
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
　

会
場
　
カ
ダ
ー
レ

日
程
　
正
午
～
開
場
・
受
け
付
け

　
　
　
13
時
～
二
十
歳
を
祝
う
会

■
案
内
状
の
発
送

　
市
内
10
中
学
校
の
卒
業
生
｟
平

成
30
年
３
月
卒
業
｠
と
、
二
十
歳

ま
で
に
本
市
に
住
所
を
有
し
た
こ

と
の
あ
る
方
へ
、
11
月
下
旬
以
降

に
順
次
送
付
す
る
予
定
で
す
。

２
令
和
４
年
度
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

を
開
催
し
ま
す※

就
職
や
進
学
な
ど
で
本
市
を
離

れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
案
内
状
は
転
居
届
を
提
出

し
て
い
る
方
で
あ
っ
て
も
、
世
帯

主
の
方
と
対
象
者
へ
の
連
名
で
、

在
住
歴
の
あ
る
市
内
の
住
所
｟
実

家
な
ど
｠
へ
お
送
り
し
ま
す
。
世

帯
全
員
が
本
市
外
に
転
出
さ
れ
た

方
や
、
転
居
先
へ
直
接
の
送
付
を

希
望
す
る
方
は
11
月
18
日
㈮
ま
で

「
送
付
希
望
先
の
住
所
・
氏
名
」

を
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

○
式
典
当
日
は
会
場
の
混
み
具
合

　
に
よ
り
、
ご
家
族
の
入
場
を
制

　
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

○
対
象
者
な
ら
び
に
ご
家
族
用
の

　
駐
車
場
は
、
市
役
所
駐
車
場
と

　
カ
ダ
ー
レ
第
２
駐
車
場
と
な
り

　
ま
す
。
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

　
用
や
自
家
用
車
の
相
乗
り
な
ど

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

☎
32―

１
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

令和４年11月１日号　広報ゆりほんじょう 8
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

窓
口
を
「
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
本
荘
店
」
に
11
月
11
日
㈮
か

ら
開
設
し
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
や
申
請
書
の
記
載
は
不
要
で

す
。
顔
写
真
は
無
料
で
撮
影
し
ま

す
の
で
手
軽
に
手
続
き
す
る
こ
と

で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
第
２
弾
の

申
し
込
み
要
件
で
あ
る
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
交
付
申
請
」

８
お
出
か
け
つ
い
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
！

カ
ー
ド
申
請
窓
口
を
商
業
施
設
に
開
設
し
ま
す
！

が
12
月
末
ま
で
延
長
と
な
り
ま
し

た
。
土
日
・
祝
日
も
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
出
か
け
や
お
買
い

物
つ
い
で
に
、
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

場
所
　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
本
荘
店
｟
石
脇
字
田
中
１
３

８
番
地
｠

期
間

11
月
11
日
㈮
～
令
和
５
年

３
月
26
日
㈰

※

年
末
年
始
｟
12
月
30
日
か
ら
１

月
３
日
｠
を
除
く

時
間

10
時
～
19
時

そ
の
他

○
申
請
か
ら
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　
ま
で
は
１
カ
月
か
ら
１
カ
月
半

　
程
度
か
か
り
ま
す
。

○
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
は
市

　
役
所
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
す
。

10
月
ま
で
市
民
課
・
各
総
合
支

所
に
お
い
て
毎
週
木
曜
日
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
時

間
外
窓
口
を
、
市
民
課
の
み
12
月

ま
で
期
間
を
延
長
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
交
付
が
総
合
支
所
と

な
っ
て
い
る
方
で
、
市
民
課
で
受

け
取
り
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

準
備
の
都
合
上
、
開
設
日
の
３
日

前
｟
土
日
・
祝
日
を
含
ま
ず
｠
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
交

付
の
場
所
は
、「
交
付
通
知
書
｟
は

が
き
｠」
の
目
隠
し
シ
ー
ル
を
剝
が

９
「
毎
週
木
曜
日
は
ご
帰
宅
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
！
」

時
間
外
窓
口
の
期
間
を
延
長
し
ま
す

し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
総
合
支
所
で
は
、
独
自
に
休
日
・

時
間
外
窓
口
の
開
設
や
出
張
申
請

受
け
付
け
な
ど
を
計
画
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
実
施
の
際
は
「
総

合
支
所
だ
よ
り
」
や
折
り
込
み
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
設
日

11
月
、
12
月
の
毎
週
木

曜
日
｟
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
｠

場
所
　
市
役
所
市
民
課
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
窓
口

時
間

17
時
15
分
～
19
時

取
り
扱
い
業
務
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連
業
務
｟
申
請
補
助
・
カ
ー
ド

交
付
・
電
子
証
明
書
の
更
新
・
券

面
の
更
新
｠

そ
の
他
　
予
約
不
要

☎
24―

６
２
４
３

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

｟
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
｠

s
h

im
in

@
c
ity

.

　
　
　

y
u
rih

o
n
jo

.lg
.jp

11
月
１
日
か
ら
、
窓
口
で
発
行

す
る
証
明
書
の
交
付
手
数
料
な
ど

の
支
払
い
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
窓
口

○
本
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
・

税
務
課

○
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

利
用
で
き
る
支
払
い
　
住
民
票
や

戸
籍
関
係
の
証
明
、
所
得
証
明
な

ど
各
種
証
明
書
の
交
付
手
数
料

利
用
で
き
る
決
済
方
法
　
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
・

コ
ー
ド
決
済
な
ど

注
意
事
項

※

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
支

10
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た

払
い
方
法
は
「
１
回
払
い
」
の
み

と
な
り
ま
す
。

※

１
回
の
支
払
い
で
、
現
金
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
併
用
し

た
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

窓
口
で
の
チ
ャ
ー
ジ
｟
入
金
｠

は
で
き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
ご
利
用
の
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
チ
ャ
ー
ジ
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

☎
24―

６
３
８
３

問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

　
市
で
は
65
歳
以
上
の
方
が
初
め

て
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
場
合
に
、

最
大
２
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
補
助
金
申
請
の
期
限
は
令
和
５

年
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
を

応
援
し
て
い
ま
す
！

※

対
象
と
な
る
方
な
ど
、
詳
し
く

は
本
紙
７
月
１
日
号
４
頁
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☎
24―

６
３
２
２

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

縦
覧
期
日

10
月
31
日
㈪
か
ら

縦
覧
場
所
　
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
　
都
市
計
画
課

※

窓
口
で
の
縦
覧
は
、
土
・
日
・

祝
祭
日
を
除
く
平
日
の
８
時
半
か

ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

　
由
利
本
荘
都
市
計
画
用
途
地
域

お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更
が
、

市
都
市
計
画
審
議
会
で
了
承
さ
れ

決
定
し
ま
し
た
。
変
更
決
定
に
伴

う
関
係
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
変

更
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご

確
認
い
た
だ
け

ま
す
。 ７

都
市
計
画
用
途
地
域
お
よ
び

準
防
火
地
域
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

☎
24―

６
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

▼市ホームページ

　
台
風
第
15
号
で
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

受
け
付
け
す
る
義
援
金

令
和
４
年
台
風
第
15
号
災
害
義
援

金
　

受
付
期
間

12
月
28
日
㈬
ま
で

協
力
方
法
　
秋
田
銀
行
お
よ
び
北

都
銀
行
各
店
に
備
え
付
け
の
義
援

金
専
用
振
込
用
紙
｟
振
込
手
数
料

は
無
料
｠
で
振
り
込
み

※

郵
便
振
替
で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
便
局
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

日
本
赤
十
字
社
窓
口
｟
市
役
所

福
祉
支
援
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
｠
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

☎
24―

６
３
１
５

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
支
援
課

６
台
風
第
15
号
の
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期

11
月
30
日
㈬
～

　
　
　
　
　

　
　

12
月
19
日
㈪

○
11
月
30
日
㈬…

本
会
議
｟
開
会
、

　
議
案
の
説
明
｠

○
12
月
６
日
㈫…

本
会
議
｟
一
般

　
質
問
｠

○
７
日
㈬…

本
会
議
｟
一
般
質
問
｠

○
８
日
㈭…

本
会
議
｟
一
般
質
問
、

５
第
４
回
「
市
議
会
定
例
会
」
の

会
期
日
程
（
予
定
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
議
案
質
疑
｠

○
９
日
㈮
～
13
日
㈫…

各
常
任
委

　
員
会
　※

土
日
除
く

○
19
日
㈪…

本
会
議
｟
質
疑
、
討

論
、
採
決
、
閉
会
｠

本
会
議
開
会
時
刻

○
11
月
30
日
㈬
、
12
月
19
日
㈪

…

10
時

○
12
月
６
日
㈫
～
８
日
㈭…

９
時

　
半

※

11
月
18
日
㈮
正
午
ま
で
に
受
理

☎
24―

６
３
８
６

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

し
た
請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会
で

審
議
す
る
予
定
で
す
。

◎
傍
聴
の
際
に
は
手
指
消
毒
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
体
温
の
計
測
に
つ

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

清
徳
幼
稚
園
　
清
徳
保
育
園

☎
24―

２
５
０
１

本
荘
幼
稚
園

☎
22―

３
１
１
６

西
目
こ
ど
も
園

☎
33―

２
０
３
８

　
３
歳
以
上
か
つ
、
保
育
を
必
要

　
と
す
る
事
由
が
あ
る

○
３
号
認
定
｟
保
育
認
定
｠…

満

　
３
歳
未
満
か
つ
、
保
育
を
必
要

　
と
す
る
事
由
が
あ
る

※

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
と

は
、
両
親
と
も
に
就
労
し
て
い
る

な
ど
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な

い
事
由
の
こ
と
で
す
。

利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
荘
カ
ト
リ
ッ
ク
こ
ど
も
園

☎
22―
２
０
６
８

若
草
幼
稚
園
・
保
育
園

☎
22―

０
８
５
２

　
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
所
の
機
能
や
特
徴
を
併
せ

持
っ
た
施
設
で
す
。
利
用
す
る
に

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
・

利
用
に
関
す
る
書
類
は
、
各
施
設

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
各
施
設
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

認
定
区
分

○
１
号
認
定
｟
教
育
認
定
｠…

満

　
３
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
特
別
な

　
要
件
は
必
要
な
し

○
２
号
認
定
｟
保
育
認
定
｠…

満

☎
24―

６
３
２
０

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

▼
認
定
区
分
に
つ
い
て

４４
令
和
５
年
４
月
以
降
の
認
定
こ
ど
も
園

「
利
用
申
し
込
み
」
を
受
け
付
け
ま
す

４
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

窓
口
を
「
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
本
荘
店
」
に
11
月
11
日
㈮
か

ら
開
設
し
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
や
申
請
書
の
記
載
は
不
要
で

す
。
顔
写
真
は
無
料
で
撮
影
し
ま

す
の
で
手
軽
に
手
続
き
す
る
こ
と

で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
第
２
弾
の

申
し
込
み
要
件
で
あ
る
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
交
付
申
請
」

８
お
出
か
け
つ
い
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
！

カ
ー
ド
申
請
窓
口
を
商
業
施
設
に
開
設
し
ま
す
！

が
12
月
末
ま
で
延
長
と
な
り
ま
し

た
。
土
日
・
祝
日
も
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
出
か
け
や
お
買
い

物
つ
い
で
に
、
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

場
所
　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
本
荘
店
｟
石
脇
字
田
中
１
３

８
番
地
｠

期
間

11
月
11
日
㈮
～
令
和
５
年

３
月
26
日
㈰

※

年
末
年
始
｟
12
月
30
日
か
ら
１

月
３
日
｠
を
除
く

時
間

10
時
～
19
時

そ
の
他

○
申
請
か
ら
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　
ま
で
は
１
カ
月
か
ら
１
カ
月
半

　
程
度
か
か
り
ま
す
。

○
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
は
市

　
役
所
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
す
。

10
月
ま
で
市
民
課
・
各
総
合
支

所
に
お
い
て
毎
週
木
曜
日
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
時

間
外
窓
口
を
、
市
民
課
の
み
12
月

ま
で
期
間
を
延
長
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
交
付
が
総
合
支
所
と

な
っ
て
い
る
方
で
、
市
民
課
で
受

け
取
り
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

準
備
の
都
合
上
、
開
設
日
の
３
日

前
｟
土
日
・
祝
日
を
含
ま
ず
｠
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
交

付
の
場
所
は
、「
交
付
通
知
書
｟
は

が
き
｠」
の
目
隠
し
シ
ー
ル
を
剝
が

９
「
毎
週
木
曜
日
は
ご
帰
宅
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
！
」

時
間
外
窓
口
の
期
間
を
延
長
し
ま
す

し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
総
合
支
所
で
は
、
独
自
に
休
日
・

時
間
外
窓
口
の
開
設
や
出
張
申
請

受
け
付
け
な
ど
を
計
画
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
実
施
の
際
は
「
総

合
支
所
だ
よ
り
」
や
折
り
込
み
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
設
日

11
月
、
12
月
の
毎
週
木

曜
日
｟
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
｠

場
所
　
市
役
所
市
民
課
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
窓
口

時
間

17
時
15
分
～
19
時

取
り
扱
い
業
務
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連
業
務
｟
申
請
補
助
・
カ
ー
ド

交
付
・
電
子
証
明
書
の
更
新
・
券

面
の
更
新
｠

そ
の
他
　
予
約
不
要

☎
24―

６
２
４
３

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

｟
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
｠

s
h

im
in

@
c
ity

.

　
　
　

y
u
rih

o
n
jo

.lg
.jp

11
月
１
日
か
ら
、
窓
口
で
発
行

す
る
証
明
書
の
交
付
手
数
料
な
ど

の
支
払
い
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
窓
口

○
本
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
・

税
務
課

○
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

利
用
で
き
る
支
払
い
　
住
民
票
や

戸
籍
関
係
の
証
明
、
所
得
証
明
な

ど
各
種
証
明
書
の
交
付
手
数
料

利
用
で
き
る
決
済
方
法
　
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
・

コ
ー
ド
決
済
な
ど

注
意
事
項

※

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
支

10
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た

払
い
方
法
は
「
１
回
払
い
」
の
み

と
な
り
ま
す
。

※

１
回
の
支
払
い
で
、
現
金
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
併
用
し

た
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

窓
口
で
の
チ
ャ
ー
ジ
｟
入
金
｠

は
で
き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
ご
利
用
の
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
チ
ャ
ー
ジ
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

☎
24―

６
３
８
３

問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

　
市
で
は
65
歳
以
上
の
方
が
初
め

て
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
場
合
に
、

最
大
２
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
補
助
金
申
請
の
期
限
は
令
和
５

年
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
を

応
援
し
て
い
ま
す
！

※

対
象
と
な
る
方
な
ど
、
詳
し
く

は
本
紙
７
月
１
日
号
４
頁
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☎
24―

６
３
２
２

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

縦
覧
期
日

10
月
31
日
㈪
か
ら

縦
覧
場
所
　
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
　
都
市
計
画
課

※

窓
口
で
の
縦
覧
は
、
土
・
日
・

祝
祭
日
を
除
く
平
日
の
８
時
半
か

ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

　
由
利
本
荘
都
市
計
画
用
途
地
域

お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更
が
、

市
都
市
計
画
審
議
会
で
了
承
さ
れ

決
定
し
ま
し
た
。
変
更
決
定
に
伴

う
関
係
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
変

更
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご

確
認
い
た
だ
け

ま
す
。 ７

都
市
計
画
用
途
地
域
お
よ
び

準
防
火
地
域
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

☎
24―

６
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

▼市ホームページ

　
台
風
第
15
号
で
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

受
け
付
け
す
る
義
援
金

令
和
４
年
台
風
第
15
号
災
害
義
援

金
　

受
付
期
間

12
月
28
日
㈬
ま
で

協
力
方
法
　
秋
田
銀
行
お
よ
び
北

都
銀
行
各
店
に
備
え
付
け
の
義
援

金
専
用
振
込
用
紙
｟
振
込
手
数
料

は
無
料
｠
で
振
り
込
み

※

郵
便
振
替
で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
便
局
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

日
本
赤
十
字
社
窓
口
｟
市
役
所

福
祉
支
援
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
｠
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

☎
24―

６
３
１
５

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
支
援
課

６
台
風
第
15
号
の
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期

11
月
30
日
㈬
～

　
　
　
　
　

　
　

12
月
19
日
㈪

○
11
月
30
日
㈬…

本
会
議
｟
開
会
、

　
議
案
の
説
明
｠

○
12
月
６
日
㈫…

本
会
議
｟
一
般

　
質
問
｠

○
７
日
㈬…

本
会
議
｟
一
般
質
問
｠

○
８
日
㈭…

本
会
議
｟
一
般
質
問
、

５
第
４
回
「
市
議
会
定
例
会
」
の

会
期
日
程
（
予
定
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
議
案
質
疑
｠

○
９
日
㈮
～
13
日
㈫…

各
常
任
委

　
員
会
　※

土
日
除
く

○
19
日
㈪…

本
会
議
｟
質
疑
、
討

論
、
採
決
、
閉
会
｠

本
会
議
開
会
時
刻

○
11
月
30
日
㈬
、
12
月
19
日
㈪

…

10
時

○
12
月
６
日
㈫
～
８
日
㈭…

９
時

　
半

※

11
月
18
日
㈮
正
午
ま
で
に
受
理

☎
24―

６
３
８
６

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

し
た
請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会
で

審
議
す
る
予
定
で
す
。

◎
傍
聴
の
際
に
は
手
指
消
毒
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
体
温
の
計
測
に
つ

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

清
徳
幼
稚
園
　
清
徳
保
育
園

☎
24―

２
５
０
１

本
荘
幼
稚
園

☎
22―

３
１
１
６

西
目
こ
ど
も
園

☎
33―

２
０
３
８

　
３
歳
以
上
か
つ
、
保
育
を
必
要

　
と
す
る
事
由
が
あ
る

○
３
号
認
定
｟
保
育
認
定
｠…

満

　
３
歳
未
満
か
つ
、
保
育
を
必
要

　
と
す
る
事
由
が
あ
る

※

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
と

は
、
両
親
と
も
に
就
労
し
て
い
る

な
ど
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な

い
事
由
の
こ
と
で
す
。

利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
荘
カ
ト
リ
ッ
ク
こ
ど
も
園

☎
22―

２
０
６
８

若
草
幼
稚
園
・
保
育
園

☎
22―

０
８
５
２

　
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
所
の
機
能
や
特
徴
を
併
せ

持
っ
た
施
設
で
す
。
利
用
す
る
に

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
・

利
用
に
関
す
る
書
類
は
、
各
施
設

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
各
施
設
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

認
定
区
分

○
１
号
認
定
｟
教
育
認
定
｠…

満

　
３
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
特
別
な

　
要
件
は
必
要
な
し

○
２
号
認
定
｟
保
育
認
定
｠…

満

☎
24―

６
３
２
０

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

▼
認
定
区
分
に
つ
い
て

４４
令
和
５
年
４
月
以
降
の
認
定
こ
ど
も
園

「
利
用
申
し
込
み
」
を
受
け
付
け
ま
す

４
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市
の
入
札
｟
見
積
り
｠
に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

契
約
検
査
課
窓
口
に
も
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

受
付
期
間
｟
土
日
・
祝
日
を
除
く
｠

○
市
内
業
者…

12
月
１
日
㈭
～
28

　
日
㈬
必
着

○
市
外
業
者…

令
和
５
年
１
月
４

　
日
㈬
～
20
日
㈮
必
着

13
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の

令
和
５
・
６
年
度
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

受
付
時
間
　
９
時
～
正
午
、
13
時

～
17
時

受
付
業
種

○
建
設
工
事

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
等

○
物
品
・
リ
ー
ス
等
・
役
務
の
提

　
供

※

こ
の
申
請
に
登
録
し
な
い
市
内

業
者
の
受
注
機
会
拡
大
を
図
る
た

め
「
令
和
５
・
６
年
度
小
規
模
修

☎
24―

６
２
２
２

問
い
合
わ
せ
先

契
約
検
査
課

繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」(

50

万
円
未
満
の
修
繕
業
務
｠
も
令
和

５
年
１
月
20
日
㈮
ま
で
、
受
け
付

け
し
ま
す
。

12
「
地
域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」

固
定
資
産
税
を
使
用
期
間
相
当
分
減
免
し
ま
す

　
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
除
排
雪
の
促
進
を
図
り
、
住
宅

密
集
地
の
空
き
地
な
ど
を
雪
置
き

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
「
地

域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
町
内
会
な
ど
が
冬
期
間
、
空
き

地
な
ど
の
土
地
所
有
者
か
ら
土
地

を
借
り
受
け
、
雪
置
き
場
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
市
に
届
け
出
た

場
合
に
、
提
供
さ
れ
た
土
地
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
を
使
用
期
間

相
当
分
減
免
し
ま
す
。

　
な
お
、
雪
置
き
場
の
管
理
運
営

は
町
内
会
な
ど
が
自
ら
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

雪
置
き
場
の
基
本
要
件

○
町
内
会
な
ど
の
範
囲
に
属
し
、

　
ま
た
は
隣
接
す
る
土
地

○
広
さ
１
５
０
～
５
０
０
平
方
米

　
程
度
の
土
地

○
町
内
会
な
ど
と
土
地
所
有
者
が
、

　
書
面
に
よ
り
土
地
使
用
貸
借
契

　
約
｟
無
償
｠
を
締
結
し
た
も
の

○
固
定
資
産
税
の
評
価
地
目
が
宅

　
地
お
よ
び
宅
地
比
準
雑
種
地
で

　
あ
る
こ
と
｟
農
地
、
山
林
、
原

　
野
は
対
象
外
｠

☎
24―

６
３
４
１

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

※

こ
の
ほ
か
、
雪
置
き
場
に
通
じ

る
道
路
の
通
行
に
制
限
が
な
い
こ

と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雪
置
き
場
の
使
用
予
定
地
が

事
業
対
象
に
該
当
す
る
か
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
公
共
下
水
道
処
理
区
域

外
お
よ
び
集
落
排
水
区
域
外
な
ど

で
、
浄
化
槽
を
整
備
す
る
住
宅
や

事
業
所
な
ど
に
対
し
、
浄
化
槽
設

置
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　
補
助
対
象
や
補
助
金
額
な
ど
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
本
補
助
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☎
24―

６
３
４
１

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

14
浄
化
槽
の
整
備
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

宝くじ｢コミュニティ助成｣で設置しました

問い合わせ先

地域づくり推進課 ☎２４－６２３０

　本年度のコミュニティ

助成事業により、本荘地

域の松美町公民館にエア

コンとテーブル・座椅子

が、大内地域の大倉沢報

徳館にエアコンと調理作

業台などが宝くじの助成

金でそれぞれ整備されま

した。

　今後さまざまな地域コ

ミュニティ活動への活用

が期待されます。
大倉沢報徳館に整備された調理作業台

◎この事業は、宝くじの受託事業収入を財源とした社会貢献

　事業として実施されています。

松美町公民館に整備されたエアコン

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

入
札
物
品
❶

○
物
品
名
　
ダ
イ
ハ
ツ
・
エ
ッ
セ

○
年
式
　
平
成
21
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
３
万
円

○
そ
の
他
　
車
検
有
効
期
間
切
れ

　
／
助
手
席
側
ド
ア
に
さ
び
有
り

　
／
走
行
時
、
時
々
異
音
有
り
／

　
ハ
ン
ド
ル
切
り
返
し
時
、
異
音

　
有
り

入
札
物
品
❷

○
物
品
名
　
小
松
イ
ン
タ
ー
ナ

　
シ
ョ
ナ
ル
製
造
・
ト
ラ
ク
タ
ー

○
購
入
年
　
昭
和
53
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
４
万
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
塗

　
装
の
剝
が
れ
有
り
／
長
期
間
未

　
使
用
の
た
め
、
使
用
に
は
点
検
・

　
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❸

○
物
品
名
　
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー

○
購
入
年
　
平
成
２
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
４
万
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
塗

　
装
の
剝
が
れ
有
り
／
長
期
間
未

　
使
用
の
た
め
、
使
用
に
は
点
検
・

　
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❹

○
物
品
名
　
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

17
物
品
を
売
り
払
い
し
ま
す

○
購
入
年
　
平
成
17
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
１
万
５
千
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
塗

　
装
の
剝
が
れ
有
り
／
長
期
間
未

　
使
用
の
た
め
、
使
用
に
は
点
検
・

　
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❺

○
物
品
名
　
ホ
ン
ダ
・
プ
レ
ス
カ

　
ブ
50

○
購
入
年
　
平
成
９
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
３
万
円

○
そ
の
他
　
マ
フ
ラ
ー
腐
食
／
長

　
期
間
未
使
用
の
た
め
、
使
用
に

　
は
点
検
・
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❻

○
物
品
名
　
日
産
・
フ
ォ
ー
ク
リ

　
フ
ト

○
購
入
年
　
平
成
17
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
５
万
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
腐

　
食
・
塗
装
の
剝
が
れ
有
り
／
購

　
入
か
ら
15
年
以
上
経
過
だ
が
、

　
現
在
は
使
用
可

入
札
物
品
❼

○
物
品
名
　
小
松
メ
ッ
ク
・
シ
ョ

　
ベ
ル
ロ
ー
ダ

○
購
入
年
　
平
成
２
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
６
万
６
千
円

○
経
年
劣
化
に
よ
る
腐
食
・
塗
装

　
の
剝
が
れ
有
り
／
Ｗ
Ａ
70
用
　

　
ロ
ー
ル
グ
ロ
ー
ブ
付
き
／
購
入

　
か
ら
30
年
以
上
経
過
だ
が
、
現

　
在
は
使
用
可

入
札
物
品
❽

○
物
品
名
　
デ
ィ
ー
グ
ル
ト
マ
　

　
ホ
ー
ク
５
０
０

○
購
入
年
　
平
成
２
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
３
万
円

○
そ
の
他
　
飼
料
を
裁
断
す
る
ト

　
ラ
ク
タ
ー
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
／

　
長
期
間
未
使
用
の
た
め
、
使
用

　
に
は
点
検
・
修
繕
を
要
す
る

公
開
場
所
・
連
絡
先

❶
総
務
部
収
納
課

　
☎
24―

６
２
０
６

❷
～
❽
由
利
総
合
支
所
産
業
建
設 

　
課
　
☎
53―

２
１
１
４

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間
　
11
月
７
日
㈪
～
14
日
㈪
　
９

時
～
17
時
｟
平
日
の
み
｠

書
類
の
交
付
場
所
　
管
財
課

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
入
札
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

入
札
日
時
　
11
月
18
日
㈮
　
10
時

※

10
時
ま
で
に
会
場
に
入
室
し
て

い
な
い
場
合
は
辞
退
し
た
も
の
と

み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

３
階
　
学
習
ホ
ー
ル
｟
市
役
所
隣
｠

☎
24―

６
２
６
２

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
｟
市
役
所
増
設
棟
２
階
｠

☎
24―

６
２
３
８

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

○
岩
城
地
域

　
11
月
18
日
㈮
　
18
時
半
　
岩
城

　
会
館

○
西
目
地
域

　
11
月
14
日
㈪
　
18
時
半
　
シ
ー

　
ガ
ル

主
催
　
秋
田
県

　
県
が
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
を
行
う
た
め
、
津
波
の
浸
水
区

域
の
地
域
を
対
象
に
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日
程
・
開
催
場
所

○
本
荘
地
域

　
11
月
15
日
㈫
　
18
時
　
市
民
交

　
流
学
習
セ
ン
タ
ー
｟
上
大
野
｠

16
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に

係
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

国
で
は
11
月
５
日
を
「
津
波
防
災

の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
津
波

対
策
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
消

防
防
災
メ
ー
ル
・
由
利
本
荘
市
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者

へ
の
配
信
を
行
う
ほ
か
、
対
象
地

域
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
メ
ー
ル
な
ど
の
配
信

日
時
　
11
月
５
日
㈯
　
９
時
ご
ろ

■
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

日
時
　
11
月
５
日
㈯
　
９
時
半

対
象
地
域
　
本
荘
地
域
沿
岸
部
、

岩
城
地
域
、
西
目
地
域

15
11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」
で
す
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市
の
入
札
｟
見
積
り
｠
に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

契
約
検
査
課
窓
口
に
も
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

受
付
期
間
｟
土
日
・
祝
日
を
除
く
｠

○
市
内
業
者…

12
月
１
日
㈭
～
28

　
日
㈬
必
着

○
市
外
業
者…

令
和
５
年
１
月
４

　
日
㈬
～
20
日
㈮
必
着

13
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の

令
和
５
・
６
年
度
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

受
付
時
間
　
９
時
～
正
午
、
13
時

～
17
時

受
付
業
種

○
建
設
工
事

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
等

○
物
品
・
リ
ー
ス
等
・
役
務
の
提

　
供

※

こ
の
申
請
に
登
録
し
な
い
市
内

業
者
の
受
注
機
会
拡
大
を
図
る
た

め
「
令
和
５
・
６
年
度
小
規
模
修

☎
24―

６
２
２
２

問
い
合
わ
せ
先

契
約
検
査
課

繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」(

50

万
円
未
満
の
修
繕
業
務
｠
も
令
和

５
年
１
月
20
日
㈮
ま
で
、
受
け
付

け
し
ま
す
。

12
「
地
域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」

固
定
資
産
税
を
使
用
期
間
相
当
分
減
免
し
ま
す

　
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
除
排
雪
の
促
進
を
図
り
、
住
宅

密
集
地
の
空
き
地
な
ど
を
雪
置
き

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
「
地

域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
町
内
会
な
ど
が
冬
期
間
、
空
き

地
な
ど
の
土
地
所
有
者
か
ら
土
地

を
借
り
受
け
、
雪
置
き
場
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
市
に
届
け
出
た

場
合
に
、
提
供
さ
れ
た
土
地
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
を
使
用
期
間

相
当
分
減
免
し
ま
す
。

　
な
お
、
雪
置
き
場
の
管
理
運
営

は
町
内
会
な
ど
が
自
ら
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

雪
置
き
場
の
基
本
要
件

○
町
内
会
な
ど
の
範
囲
に
属
し
、

　
ま
た
は
隣
接
す
る
土
地

○
広
さ
１
５
０
～
５
０
０
平
方
米

　
程
度
の
土
地

○
町
内
会
な
ど
と
土
地
所
有
者
が
、

　
書
面
に
よ
り
土
地
使
用
貸
借
契

　
約
｟
無
償
｠
を
締
結
し
た
も
の

○
固
定
資
産
税
の
評
価
地
目
が
宅

　
地
お
よ
び
宅
地
比
準
雑
種
地
で

　
あ
る
こ
と
｟
農
地
、
山
林
、
原

　
野
は
対
象
外
｠

☎
24―

６
３
４
１

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

※

こ
の
ほ
か
、
雪
置
き
場
に
通
じ

る
道
路
の
通
行
に
制
限
が
な
い
こ

と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雪
置
き
場
の
使
用
予
定
地
が

事
業
対
象
に
該
当
す
る
か
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
公
共
下
水
道
処
理
区
域

外
お
よ
び
集
落
排
水
区
域
外
な
ど

で
、
浄
化
槽
を
整
備
す
る
住
宅
や

事
業
所
な
ど
に
対
し
、
浄
化
槽
設

置
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　
補
助
対
象
や
補
助
金
額
な
ど
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
本
補
助
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☎
24―

６
３
４
１

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

14
浄
化
槽
の
整
備
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

宝くじ｢コミュニティ助成｣で設置しました

問い合わせ先

地域づくり推進課 ☎２４－６２３０

　本年度のコミュニティ

助成事業により、本荘地

域の松美町公民館にエア

コンとテーブル・座椅子

が、大内地域の大倉沢報

徳館にエアコンと調理作

業台などが宝くじの助成

金でそれぞれ整備されま

した。

　今後さまざまな地域コ

ミュニティ活動への活用

が期待されます。
大倉沢報徳館に整備された調理作業台

◎この事業は、宝くじの受託事業収入を財源とした社会貢献

　事業として実施されています。

松美町公民館に整備されたエアコン

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

入
札
物
品
❶

○
物
品
名
　
ダ
イ
ハ
ツ
・
エ
ッ
セ

○
年
式
　
平
成
21
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
３
万
円

○
そ
の
他
　
車
検
有
効
期
間
切
れ

　
／
助
手
席
側
ド
ア
に
さ
び
有
り

　
／
走
行
時
、
時
々
異
音
有
り
／

　
ハ
ン
ド
ル
切
り
返
し
時
、
異
音

　
有
り

入
札
物
品
❷

○
物
品
名
　
小
松
イ
ン
タ
ー
ナ

　
シ
ョ
ナ
ル
製
造
・
ト
ラ
ク
タ
ー

○
購
入
年
　
昭
和
53
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
４
万
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
塗

　
装
の
剝
が
れ
有
り
／
長
期
間
未

　
使
用
の
た
め
、
使
用
に
は
点
検
・

　
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❸

○
物
品
名
　
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー

○
購
入
年
　
平
成
２
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
４
万
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
塗

　
装
の
剝
が
れ
有
り
／
長
期
間
未

　
使
用
の
た
め
、
使
用
に
は
点
検
・

　
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❹

○
物
品
名
　
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

17
物
品
を
売
り
払
い
し
ま
す

○
購
入
年
　
平
成
17
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
１
万
５
千
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
塗

　
装
の
剝
が
れ
有
り
／
長
期
間
未

　
使
用
の
た
め
、
使
用
に
は
点
検
・

　
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❺

○
物
品
名
　
ホ
ン
ダ
・
プ
レ
ス
カ

　
ブ
50

○
購
入
年
　
平
成
９
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
３
万
円

○
そ
の
他
　
マ
フ
ラ
ー
腐
食
／
長

　
期
間
未
使
用
の
た
め
、
使
用
に

　
は
点
検
・
修
繕
を
要
す
る

入
札
物
品
❻

○
物
品
名
　
日
産
・
フ
ォ
ー
ク
リ

　
フ
ト

○
購
入
年
　
平
成
17
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
５
万
円

○
そ
の
他
　
経
年
劣
化
に
よ
る
腐

　
食
・
塗
装
の
剝
が
れ
有
り
／
購

　
入
か
ら
15
年
以
上
経
過
だ
が
、

　
現
在
は
使
用
可

入
札
物
品
❼

○
物
品
名
　
小
松
メ
ッ
ク
・
シ
ョ

　
ベ
ル
ロ
ー
ダ

○
購
入
年
　
平
成
２
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
６
万
６
千
円

○
経
年
劣
化
に
よ
る
腐
食
・
塗
装

　
の
剝
が
れ
有
り
／
Ｗ
Ａ
70
用
　

　
ロ
ー
ル
グ
ロ
ー
ブ
付
き
／
購
入

　
か
ら
30
年
以
上
経
過
だ
が
、
現

　
在
は
使
用
可

入
札
物
品
❽

○
物
品
名
　
デ
ィ
ー
グ
ル
ト
マ
　

　
ホ
ー
ク
５
０
０

○
購
入
年
　
平
成
２
年
購
入

○
最
低
売
却
価
格
　
３
万
円

○
そ
の
他
　
飼
料
を
裁
断
す
る
ト

　
ラ
ク
タ
ー
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
／

　
長
期
間
未
使
用
の
た
め
、
使
用

　
に
は
点
検
・
修
繕
を
要
す
る

公
開
場
所
・
連
絡
先

❶
総
務
部
収
納
課

　
☎
24―

６
２
０
６

❷
～
❽
由
利
総
合
支
所
産
業
建
設 

　
課
　
☎
53―

２
１
１
４

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間
　
11
月
７
日
㈪
～
14
日
㈪
　
９

時
～
17
時
｟
平
日
の
み
｠

書
類
の
交
付
場
所
　
管
財
課

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
入
札
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

入
札
日
時
　
11
月
18
日
㈮
　
10
時

※

10
時
ま
で
に
会
場
に
入
室
し
て

い
な
い
場
合
は
辞
退
し
た
も
の
と

み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

３
階
　
学
習
ホ
ー
ル
｟
市
役
所
隣
｠

☎
24―

６
２
６
２

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
｟
市
役
所
増
設
棟
２
階
｠

☎
24―

６
２
３
８

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

○
岩
城
地
域

　
11
月
18
日
㈮
　
18
時
半
　
岩
城

　
会
館

○
西
目
地
域

　
11
月
14
日
㈪
　
18
時
半
　
シ
ー

　
ガ
ル

主
催
　
秋
田
県

　
県
が
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
を
行
う
た
め
、
津
波
の
浸
水
区

域
の
地
域
を
対
象
に
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日
程
・
開
催
場
所

○
本
荘
地
域

　
11
月
15
日
㈫
　
18
時
　
市
民
交

　
流
学
習
セ
ン
タ
ー
｟
上
大
野
｠

16
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に

係
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

国
で
は
11
月
５
日
を
「
津
波
防
災

の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
津
波

対
策
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
消

防
防
災
メ
ー
ル
・
由
利
本
荘
市
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者

へ
の
配
信
を
行
う
ほ
か
、
対
象
地

域
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
メ
ー
ル
な
ど
の
配
信

日
時
　
11
月
５
日
㈯
　
９
時
ご
ろ

■
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

日
時
　
11
月
５
日
㈯
　
９
時
半

対
象
地
域
　
本
荘
地
域
沿
岸
部
、

岩
城
地
域
、
西
目
地
域

15
11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」
で
す
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平
成
29
年
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
族
や
身
近
な
人

と
災
害
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
か
な
ど
、
話
し
合
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
の
割
合
は
、
男
性
は
50
・
４
㌫
、
女
性
は
64
・
１
㌫
で

し
た
。
ま
た
「
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
人
の
う
ち
、
話
し

合
っ
た
内
容
に
つ
い
て
「
避
難
の
方
法
・
時
期
・
場
所
」
を
挙

げ
た
人
の
割
合
が
68
・
２
㌫
と
最
も
高
く
「
家
族
や
親
族
と
の

連
絡
手
段
」
が
57
・
８
㌫
、
「
食
料
・
飲
料
水
」
が
55
・
３
㌫
、

「
非
常
持
ち
出
し
品
」
が
41
・
７
㌫
と
続
く
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
困
る
の
が
ト
イ
レ
で
す
。
東
日
本
大
震
災

で
は
、
ト
イ
レ
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
市
で
は
避
難

所
や
各
家
庭
へ
の
配
布
用
と
し
て
、
２
万
５
千
回
分
の
非
常
用

簡
易
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用
の
ト
イ
レ
を
３
基
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

【
第
８
回
】
防
災
コ
ラ
ム

家
庭
で
の

　
　
備
蓄
の
ス
ス
メ

　
防
災
関
連
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、

携
帯
ト
イ
レ
が
入
っ
た
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
な
ど
特
色
の
あ
る
商
品
が

販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
防
災
の
話
し
合
い
の

際
に
は
、
保
存
食
・
保
存
水
の
備

蓄
の
ほ
か
に
、
災
害
用
簡
易
ト
イ

レ
に
つ
い
て
も
、
加
え
て
検
討
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
」
の
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
震
・

津
波
や
武
力
攻
撃
の
発
生
な
ど
緊

急
時
に
お
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
情
報
伝
達
体
制
に
つ
い
て
、
万

全
を
期
す
る
た
め
の
試
験
で
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

11
月
16
日
㈬

11
時
ご
ろ

情
報
伝
達
手
段
　
防
災
行
政
無
線

｟
市
全
域
｠、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
音
声
告
知
端

末
の
試
験
放
送
、
消
防
防
災
メ
ー

ル
・
由
利
本
荘
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者
へ
の
試
験
配

信試
験
放
送
・
配
信
内
容
　
「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
と

い
う
放
送
と
、
消
防
防
災
メ
ー
ル

な
ど
の
配
信
が
行
わ
れ
ま
す
。

※

こ
れ
に
伴
う
住
民
対
象
の
避
難

訓
練
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

災
害
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

18
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

消
防
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
お
願
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

を
活
用
し
た
消
防
・
防
災
情
報
の

一
斉
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利

用
登
録
｟
登
録
無
料
｠
す
る
と
、

次
の
情
報
が
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま

す
。

○
市
内
の
地
震
・
津
波
・
大
雨
・

　
土
砂
災
害
な
ど
の
警
戒
情
報

○
市
か
ら
避
難
情
報
、
災
害
時
の

　
注
意
の
呼
び
か
け

○
そ
の
他
、
地
域
の
防
災
に
関
す

る
情
報

　
市
か
ら
の
情
報
を
有
効
活
用
し
、

災
害
に
備
え
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

登
録
手
順

①
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

　
る
か
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
宛

　
先
に
入
力
し
て
、
空
メ
ー
ル
を

　
送
信
｟
件
名
、
本
文
な
ど
は
空

白
の
ま
ま
｠

②
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
後
に
、　

　
本
登
録
の
案
内
メ
ー
ル
が
送
信

さ
れ
る

③
案
内
メ
ー
ル
の
手
順
に
従
っ
て
、

　
登
録

※

携
帯
電
話
に
迷
惑
メ
ー
ル
設
定

が
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
メ
ー
ル

が
届
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
«yurihonjo-city@raiden.

ktaiwork.jp

»
か
ら
の
メ
ー
ル
を

指
定
受
信
で
き
る
よ
う
に
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。
設
定
の
仕
方
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
購
入
さ
れ
た

携
帯
電
話
の
販
売
店
な
ど
に
ご
確

認
願
い
ま
す
。

　防
災
行
政
無
線
な
ど
の

　
　
　
　
　情
報
伝
達
試
験

　消
防
防
災
メ
ー
ル
の
登
録

登録用
二次元コード▼

空メール送信用
アドレス▼

bousai.yurihonjo-
city@raiden.
ktaiwork.jp

☎
24―

６
２
３
８

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

由利本荘市ＬＩＮＥ
公式アカウント

友だち追加(登録)
はこちらから

防災・暮らし・子育て・イベント

情報など、さまざまな情報提供を

行っています。

▶

くらしの防災通信

Yurihonjo city public Relations. 202215

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康だより

◇
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
づ
く
り
課
｟
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　☎
22
ー
１
８
３
４
｠

　ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

手軽な運動で健康増進
のばそう健康寿命！ 各地域の事業をご紹介
　市民の健康寿命の延伸に向け、各地域でもさまざまな健康づくり

事業を実施しています。お住まいの地域以外の事業にも、お気軽に

ご参加ください。

【岩城】インターバル速歩教室

日時　11月15日㈫　10時～11時（受付時間　９時半～）

会場　岩城総合体育館

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　20人

申し込み　11月14日㈪まで、岩城保健センター(ウェーブ岩城）

　　　　　☎７３－３６１２

【由利】元気アップ教室－冬期間の運動不足解消と筋力低下予防－

日時　11月22日㈫、11月30日㈬　13時半～15時（受付時間13時～）

　※両日参加推奨

会場　由利武道館

講師　中高年期運動指導士　坂本裕子さん

持ち物　筆記用具、動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、

　飲み物

定員　20人

申し込み　11月17日㈭まで、由利市民サービス課

　　　　　☎５３－２１１３

【大内】インターバル速歩教室

日時　11月22日㈫　10時～11時（受付時間　９時半～）

会場　市総合体育館

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　20人

申し込み　11月21日㈪まで、大内市民サービス課

　　　　　☎６５－２８１０

【東由利】リフレッシュ教室(講話と実技)

日時　①11月25日㈮　13時～15時(受け付け・血圧測定　13時～)

　　　②12月２日㈮　13時～15時(受け付け・血圧測定　13時～)

会場　東由利総合支所

講師　①シニアヨガインストラクター　齋藤真弓さん

　　　②健康アドバイザー　佐々木もと子さん

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

申し込み　①11月24日㈭ ②12月1日㈭まで、東由利市民サービス課

　　　　 ☎６９－２１１７

【鳥海】健康づくり学級－腰痛予防体操で冬期間も元気に！－

日時　11月25日㈮　10時～11時半（受付時間　９時半～）

会場　紫水館　総合研修室

講師　中央老年期運動指導士　坂本裕子さん

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　20人

申し込み　11月11日㈮まで、鳥海市民サービス課

　　　　　☎５７－３５０３

健康と飲酒習慣
両立できていますか？

11月10日～16日は、
アルコール関連問題啓発週間

　下記に２つ以上該当した方

は、アルコール依存症の可能性

があります。早めのご相談を。

　アルコールへの理解を深める

ため、アルコール健康障害対策

基本法では、アルコール関連問

題啓発週間を定めています。こ

れを機に、ご自身の飲酒習慣に

ついて考えてみませんか。

県精神保健福祉センター
☎０１８－８３１－３９４６

由利本荘保健所
☎２２－４１２０

お酒の依存度をチェック

　飲酒量を減らさなければと

  感じたことがある

人から飲酒を非難されて気

  に障ったことがある

自分の飲酒に後ろめたさを

  感じたことがある

神経を落ち着かせたり、二  

  日酔いを治すために迎え酒 

  をしたことがある

依存症に関する相談先

専門病院や自助グループの詳細

問　健康づくり課

QRQR
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平
成
29
年
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
族
や
身
近
な
人

と
災
害
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
か
な
ど
、
話
し
合
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
の
割
合
は
、
男
性
は
50
・
４
㌫
、
女
性
は
64
・
１
㌫
で

し
た
。
ま
た
「
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
人
の
う
ち
、
話
し

合
っ
た
内
容
に
つ
い
て
「
避
難
の
方
法
・
時
期
・
場
所
」
を
挙

げ
た
人
の
割
合
が
68
・
２
㌫
と
最
も
高
く
「
家
族
や
親
族
と
の

連
絡
手
段
」
が
57
・
８
㌫
、
「
食
料
・
飲
料
水
」
が
55
・
３
㌫
、

「
非
常
持
ち
出
し
品
」
が
41
・
７
㌫
と
続
く
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
困
る
の
が
ト
イ
レ
で
す
。
東
日
本
大
震
災

で
は
、
ト
イ
レ
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
市
で
は
避
難

所
や
各
家
庭
へ
の
配
布
用
と
し
て
、
２
万
５
千
回
分
の
非
常
用

簡
易
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用
の
ト
イ
レ
を
３
基
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

【
第
８
回
】
防
災
コ
ラ
ム

家
庭
で
の

　
　
備
蓄
の
ス
ス
メ

　
防
災
関
連
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、

携
帯
ト
イ
レ
が
入
っ
た
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
な
ど
特
色
の
あ
る
商
品
が

販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
防
災
の
話
し
合
い
の

際
に
は
、
保
存
食
・
保
存
水
の
備

蓄
の
ほ
か
に
、
災
害
用
簡
易
ト
イ

レ
に
つ
い
て
も
、
加
え
て
検
討
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
」
の
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
震
・

津
波
や
武
力
攻
撃
の
発
生
な
ど
緊

急
時
に
お
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
情
報
伝
達
体
制
に
つ
い
て
、
万

全
を
期
す
る
た
め
の
試
験
で
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

11
月
16
日
㈬

11
時
ご
ろ

情
報
伝
達
手
段
　
防
災
行
政
無
線

｟
市
全
域
｠、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
音
声
告
知
端

末
の
試
験
放
送
、
消
防
防
災
メ
ー

ル
・
由
利
本
荘
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者
へ
の
試
験
配

信試
験
放
送
・
配
信
内
容
　
「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
と

い
う
放
送
と
、
消
防
防
災
メ
ー
ル

な
ど
の
配
信
が
行
わ
れ
ま
す
。

※

こ
れ
に
伴
う
住
民
対
象
の
避
難

訓
練
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

災
害
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
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災
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ど
で
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報
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試
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を
行
い
ま
す

消
防
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
お
願
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

を
活
用
し
た
消
防
・
防
災
情
報
の

一
斉
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利

用
登
録
｟
登
録
無
料
｠
す
る
と
、

次
の
情
報
が
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま

す
。

○
市
内
の
地
震
・
津
波
・
大
雨
・

　
土
砂
災
害
な
ど
の
警
戒
情
報

○
市
か
ら
避
難
情
報
、
災
害
時
の

　
注
意
の
呼
び
か
け

○
そ
の
他
、
地
域
の
防
災
に
関
す

る
情
報

　
市
か
ら
の
情
報
を
有
効
活
用
し
、

災
害
に
備
え
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

登
録
手
順

①
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

　
る
か
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
宛

　
先
に
入
力
し
て
、
空
メ
ー
ル
を

　
送
信
｟
件
名
、
本
文
な
ど
は
空

白
の
ま
ま
｠

②
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
後
に
、　

　
本
登
録
の
案
内
メ
ー
ル
が
送
信

さ
れ
る

③
案
内
メ
ー
ル
の
手
順
に
従
っ
て
、

　
登
録

※

携
帯
電
話
に
迷
惑
メ
ー
ル
設
定

が
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
メ
ー
ル

が
届
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
«yurihonjo-city@raiden.

ktaiwork.jp

»
か
ら
の
メ
ー
ル
を

指
定
受
信
で
き
る
よ
う
に
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。
設
定
の
仕
方
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
購
入
さ
れ
た

携
帯
電
話
の
販
売
店
な
ど
に
ご
確

認
願
い
ま
す
。

　防
災
行
政
無
線
な
ど
の

　
　
　
　
　情
報
伝
達
試
験

　消
防
防
災
メ
ー
ル
の
登
録

登録用
二次元コード▼

空メール送信用
アドレス▼

bousai.yurihonjo-
city@raiden.
ktaiwork.jp

☎
24―

６
２
３
８

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

由利本荘市ＬＩＮＥ
公式アカウント

友だち追加(登録)
はこちらから

防災・暮らし・子育て・イベント

情報など、さまざまな情報提供を

行っています。

▶

くらしの防災通信
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心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康だより

◇
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
づ
く
り
課
｟
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　☎
22
ー
１
８
３
４
｠

　ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

手軽な運動で健康増進
のばそう健康寿命！ 各地域の事業をご紹介
　市民の健康寿命の延伸に向け、各地域でもさまざまな健康づくり

事業を実施しています。お住まいの地域以外の事業にも、お気軽に

ご参加ください。

【岩城】インターバル速歩教室

日時　11月15日㈫　10時～11時（受付時間　９時半～）

会場　岩城総合体育館

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　20人

申し込み　11月14日㈪まで、岩城保健センター(ウェーブ岩城）

　　　　　☎７３－３６１２

【由利】元気アップ教室－冬期間の運動不足解消と筋力低下予防－

日時　11月22日㈫、11月30日㈬　13時半～15時（受付時間13時～）

　※両日参加推奨

会場　由利武道館

講師　中高年期運動指導士　坂本裕子さん

持ち物　筆記用具、動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、

　飲み物

定員　20人

申し込み　11月17日㈭まで、由利市民サービス課

　　　　　☎５３－２１１３

【大内】インターバル速歩教室

日時　11月22日㈫　10時～11時（受付時間　９時半～）

会場　市総合体育館

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　20人

申し込み　11月21日㈪まで、大内市民サービス課

　　　　　☎６５－２８１０

【東由利】リフレッシュ教室(講話と実技)

日時　①11月25日㈮　13時～15時(受け付け・血圧測定　13時～)

　　　②12月２日㈮　13時～15時(受け付け・血圧測定　13時～)

会場　東由利総合支所

講師　①シニアヨガインストラクター　齋藤真弓さん

　　　②健康アドバイザー　佐々木もと子さん

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

申し込み　①11月24日㈭ ②12月1日㈭まで、東由利市民サービス課

　　　　 ☎６９－２１１７

【鳥海】健康づくり学級－腰痛予防体操で冬期間も元気に！－

日時　11月25日㈮　10時～11時半（受付時間　９時半～）

会場　紫水館　総合研修室

講師　中央老年期運動指導士　坂本裕子さん

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　20人

申し込み　11月11日㈮まで、鳥海市民サービス課

　　　　　☎５７－３５０３

健康と飲酒習慣
両立できていますか？

11月10日～16日は、
アルコール関連問題啓発週間

　下記に２つ以上該当した方

は、アルコール依存症の可能性

があります。早めのご相談を。

　アルコールへの理解を深める

ため、アルコール健康障害対策

基本法では、アルコール関連問

題啓発週間を定めています。こ

れを機に、ご自身の飲酒習慣に

ついて考えてみませんか。

県精神保健福祉センター
☎０１８－８３１－３９４６

由利本荘保健所
☎２２－４１２０

お酒の依存度をチェック

　飲酒量を減らさなければと

  感じたことがある

人から飲酒を非難されて気

  に障ったことがある

自分の飲酒に後ろめたさを

  感じたことがある

神経を落ち着かせたり、二  

  日酔いを治すために迎え酒 

  をしたことがある

依存症に関する相談先

専門病院や自助グループの詳細

問　健康づくり課

QRQRQRQRQR
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　11月８日は「いい歯の日」。いつまでも美
味しく食事をとるためには、毎日の歯のお
手入れが重要です。11月１日号から３回シ
リーズで「お口の健康情報」を発信します。

■ スポーツ選手たちが使う歯科器具

　ことしの夏の甲子園は、仙台育英高校が
見事に初優勝を飾り、東北勢108年目の悲
願であった深紅の大優勝旗が、高校野球史
上初めて「白河の関」を越えたことは、ま
だ記憶に新しいと思います。
　甲子園強豪校では試合中に必ず装着し、
プロ野球も含めオリンピックなどの国際競
技や他の国内試合でも「スポーツマウス
ガード」をしている選手達を最近多く見か
けるようになりました。今回はスポーツマ
ウスガードの効果について解説します。

■ 運動中のケガ予防にもつながります

　スポーツマウスガードの効果は大きく分
けて４つあります。

　　歯への衝撃を吸収…最も重要な効果
として、スポーツ時の予期せぬ激突や衝撃
時に歯が折れたり抜けたりするのを防ぐ効
果があります。

　　お口の中のケガを予防…顎関節への衝
撃を吸収し、特に犬歯が原因のケガを未然
に防ぎ、お口の中全体を保護します。

　　頭への衝撃を吸収…頭や顎そして首
の筋肉を固定することにより、スポーツ時

の衝突の際、頭への衝撃を吸収し、脳震と
うの発生を抑える効果があります。

　　運動能力の向上…個人差はあります
が、装着時の安心感で競技への集中力が向
上するだけではなく、かみ合わせが安定す
る事で全身のバランス感覚や筋肉の機能が
向上します。パフォーマンスが向上した
り、ボールなどの飛距離や速度を上げる効
果もあります。

■ 安価な市販品に注意

　スポーツマウスガードは、歯科医師のも
と精密な歯形をとって作製したご自身専用
のオーダーメイド品を推奨します。歯形を
とらない安価な市販品もありますが、間
違ったかみ合わせのまま使用してしまうと
逆効果になり、お勧めできません。
　しかし、歯科医師のもとで作成する場合
も、保険外診療となるため約１～２万円か
かります。皆さまのかかりつけ歯科医院に
よくご相談ください。
　由利本荘歯科医師会では、市民の皆さま
のお口の中の健康を第一に考えています。
アスリートを目指して日々頑張る全ての子
どもたちや選手の皆さん！　スポーツマウ
スガードでこれからももっとスポーツを一
緒に楽しみましょう。

歯への衝撃を緩和 口内の外傷を防止

運動能力の向上
（個人差があります）

頭部への衝撃を緩和 11月 乳幼児健診 ○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○７カ月児健診は個別受診となります

○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

備　　　考

４カ月児健診

10カ月児健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

５歳児健康相談

29日㈫

30日㈬

４日㈮

７日㈪

14日㈪

10日㈭

○１日～15日生まれ

　⇒12:30～12:50

○16日～31日生まれ

　⇒13:00～13:20

○１日～15日生まれ

　⇒13:00～13:15

○16日～31日生まれ

　⇒13:25～13:40

令和４年７月生まれ

令和４年１月生まれ

令和３年４月生まれ

令和元年５月生まれ

令和２年８月生まれ

平成29年10月生まれ

本荘保健センター

本荘保健センターと
鶴舞会館

ご家庭で聴力・視力検査を
行ってきてください

母子健康手帳、筆記用具、水筒
（水かお茶）を持参してください

事　　業　　名 実施日 受 付 時 間 対　象　者 実 施 場 所

12:45～13:00

〇会場内では付き添いの保護者は 1人でお願いします
〇密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受付時間　
　を区分しています（上記参照）

○マスクを常時着用してください 
○感染症拡大の影響により健診日程を変更した場合は、対象の　
　方にご連絡します

▶▶催し・お知らせ （健康づくり課　☎２２－１８３４）

■助産師相談日のお知らせ

　助産師へ妊娠・出産や育児につ

いて相談できます、子どもの身長

や体重の計測も対応可能です。要

予約。

日時　毎週水曜日　９時〜15時

会場　本荘保健センター

対象　妊産婦、乳幼児とその家族

定員　１日３組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル１枚

申し込み 子育て世代包括支援セ

ンター「ふぁみりあ」（健康づくり

　課内）※当日の電話相談も可

■声かけボランティアによる

　「きてけれ～サロン」

　お茶を飲みながらみんなでお

しゃべりしてみませんか。どなた

でも参加できます。

日時　11月９日㈬　10時～正午

会場　本荘保健センター

問い合わせ　声かけボランティア

　事務局（健康づくり課内）

■妊婦さん向け教室

　妊娠中の体を整えるセルフケア

について学びます。動きやすい服

装でご参加ください。

日時　11月18日㈮　９時～11時半

会場　本荘保健センター

対象　妊娠20週目以降の方

定員　５人程度

申し込み　11月15日㈫まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」（健康づくり課内）

■こころの相談日のお知らせ

　ご家族や仕事のことなど、日常

生活での困り事を臨床心理士へ気

軽に相談できます。

日時　11月24日㈭、10時15分～11

　時、11時15分～12時、13時半～

　14時15分　※１人45分予約制、

　１日３人まで

会場　本荘保健センター

申し込み　11月21日㈪まで、健康

　づくり課

■産後のママと赤ちゃん向け教室

　赤ちゃんの発達を促すふれあい

方や遊び方などを学びます。

日時　11月25日㈮　①10時～11時

　半　②13時半～15時

会場　本荘保健センター

対象　①１カ月健診以降生後４カ

　月頃まで　②４カ月健診以降生

　後６カ月頃まで

定員　各５組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル２枚

申し込み　11月18日㈮まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」（健康づくり課内）

■アリーナ体操教室 in 矢島

　高齢者を対象とした介護予防教

室です。運動が苦手な方もご参加

ください。参加無料。

日時　12月２日㈮　10時～11時半

　　　（受付時間：９時半～）

会場　日新館　市民ホール

対象　市内在住で65歳以上の方

講師　健康運動指導士　保科康信

　さん

定員　約20人

持ち物　動きやすい服装、室内用

　シューズ、タオル、飲み物

申し込み　南部地域包括支援セン

　ター　　☎７４－４１５０

　昨年度はワクチンの供給が見合わせられたことにより、

３・４回目の接種をお待ちいただいていましたが、現在全

ての対象者の接種が可能です。ご不明な点については健康

づくり課へお問い合わせください。

【75歳以上限定】 自分の体をもっと知ろう「健康長寿のびのび測定会」

※６月の測定会に申し込んだ方は、申し込み不要

日時　11月28日㈪　14時～16時

会場　カダーレギャラリー

定員　10人　※定員になり次第、

　　　　　　　締め切り

申し込み　11月16日㈬まで、市民課医療保険班

　　　　　☎２４－６２４４

自分の健康状態を知り、元気な生活習慣へ
自分の体の状態(筋肉量など)を知り、人生１

００年時代を元気に暮らすきっかけを作りませ

んか。測定結果をもとに、保健師や管理栄養士、

歯科衛生士がアドバイスします。

日本脳炎ワクチン接種の供給が再開されています

第１回
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　11月８日は「いい歯の日」。いつまでも美
味しく食事をとるためには、毎日の歯のお
手入れが重要です。11月１日号から３回シ
リーズで「お口の健康情報」を発信します。

■ スポーツ選手たちが使う歯科器具

　ことしの夏の甲子園は、仙台育英高校が
見事に初優勝を飾り、東北勢108年目の悲
願であった深紅の大優勝旗が、高校野球史
上初めて「白河の関」を越えたことは、ま
だ記憶に新しいと思います。
　甲子園強豪校では試合中に必ず装着し、
プロ野球も含めオリンピックなどの国際競
技や他の国内試合でも「スポーツマウス
ガード」をしている選手達を最近多く見か
けるようになりました。今回はスポーツマ
ウスガードの効果について解説します。

■ 運動中のケガ予防にもつながります

　スポーツマウスガードの効果は大きく分
けて４つあります。

　　歯への衝撃を吸収…最も重要な効果
として、スポーツ時の予期せぬ激突や衝撃
時に歯が折れたり抜けたりするのを防ぐ効
果があります。

　　お口の中のケガを予防…顎関節への衝
撃を吸収し、特に犬歯が原因のケガを未然
に防ぎ、お口の中全体を保護します。

　　頭への衝撃を吸収…頭や顎そして首
の筋肉を固定することにより、スポーツ時

の衝突の際、頭への衝撃を吸収し、脳震と
うの発生を抑える効果があります。

　　運動能力の向上…個人差はあります
が、装着時の安心感で競技への集中力が向
上するだけではなく、かみ合わせが安定す
る事で全身のバランス感覚や筋肉の機能が
向上します。パフォーマンスが向上した
り、ボールなどの飛距離や速度を上げる効
果もあります。

■ 安価な市販品に注意

　スポーツマウスガードは、歯科医師のも
と精密な歯形をとって作製したご自身専用
のオーダーメイド品を推奨します。歯形を
とらない安価な市販品もありますが、間
違ったかみ合わせのまま使用してしまうと
逆効果になり、お勧めできません。
　しかし、歯科医師のもとで作成する場合
も、保険外診療となるため約１～２万円か
かります。皆さまのかかりつけ歯科医院に
よくご相談ください。
　由利本荘歯科医師会では、市民の皆さま
のお口の中の健康を第一に考えています。
アスリートを目指して日々頑張る全ての子
どもたちや選手の皆さん！　スポーツマウ
スガードでこれからももっとスポーツを一
緒に楽しみましょう。

歯への衝撃を緩和 口内の外傷を防止

運動能力の向上
（個人差があります）

頭部への衝撃を緩和 11月 乳幼児健診 ○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○７カ月児健診は個別受診となります

○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

備　　　考

４カ月児健診

10カ月児健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

５歳児健康相談

29日㈫

30日㈬

４日㈮

７日㈪

14日㈪

10日㈭

○１日～15日生まれ

　⇒12:30～12:50

○16日～31日生まれ

　⇒13:00～13:20

○１日～15日生まれ

　⇒13:00～13:15

○16日～31日生まれ

　⇒13:25～13:40

令和４年７月生まれ

令和４年１月生まれ

令和３年４月生まれ

令和元年５月生まれ

令和２年８月生まれ

平成29年10月生まれ

本荘保健センター

本荘保健センターと
鶴舞会館

ご家庭で聴力・視力検査を
行ってきてください

母子健康手帳、筆記用具、水筒
（水かお茶）を持参してください

事　　業　　名 実施日 受 付 時 間 対　象　者 実 施 場 所

12:45～13:00

〇会場内では付き添いの保護者は 1人でお願いします
〇密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受付時間　
　を区分しています（上記参照）

○マスクを常時着用してください 
○感染症拡大の影響により健診日程を変更した場合は、対象の　
　方にご連絡します

▶▶催し・お知らせ （健康づくり課　☎２２－１８３４）

■助産師相談日のお知らせ

　助産師へ妊娠・出産や育児につ

いて相談できます、子どもの身長

や体重の計測も対応可能です。要

予約。

日時　毎週水曜日　９時〜15時

会場　本荘保健センター

対象　妊産婦、乳幼児とその家族

定員　１日３組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル１枚

申し込み 子育て世代包括支援セ

ンター「ふぁみりあ」（健康づくり

　課内）※当日の電話相談も可

■声かけボランティアによる

　「きてけれ～サロン」

　お茶を飲みながらみんなでお

しゃべりしてみませんか。どなた

でも参加できます。

日時　11月９日㈬　10時～正午

会場　本荘保健センター

問い合わせ　声かけボランティア

　事務局（健康づくり課内）

■妊婦さん向け教室

　妊娠中の体を整えるセルフケア

について学びます。動きやすい服

装でご参加ください。

日時　11月18日㈮　９時～11時半

会場　本荘保健センター

対象　妊娠20週目以降の方

定員　５人程度

申し込み　11月15日㈫まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」（健康づくり課内）

■こころの相談日のお知らせ

　ご家族や仕事のことなど、日常

生活での困り事を臨床心理士へ気

軽に相談できます。

日時　11月24日㈭、10時15分～11

　時、11時15分～12時、13時半～

　14時15分　※１人45分予約制、

　１日３人まで

会場　本荘保健センター

申し込み　11月21日㈪まで、健康

　づくり課

■産後のママと赤ちゃん向け教室

　赤ちゃんの発達を促すふれあい

方や遊び方などを学びます。

日時　11月25日㈮　①10時～11時

　半　②13時半～15時

会場　本荘保健センター

対象　①１カ月健診以降生後４カ

　月頃まで　②４カ月健診以降生

　後６カ月頃まで

定員　各５組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル２枚

申し込み　11月18日㈮まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」（健康づくり課内）

■アリーナ体操教室 in 矢島

　高齢者を対象とした介護予防教

室です。運動が苦手な方もご参加

ください。参加無料。

日時　12月２日㈮　10時～11時半

　　　（受付時間：９時半～）

会場　日新館　市民ホール

対象　市内在住で65歳以上の方

講師　健康運動指導士　保科康信

　さん

定員　約20人

持ち物　動きやすい服装、室内用

　シューズ、タオル、飲み物

申し込み　南部地域包括支援セン

　ター　　☎７４－４１５０

　昨年度はワクチンの供給が見合わせられたことにより、

３・４回目の接種をお待ちいただいていましたが、現在全

ての対象者の接種が可能です。ご不明な点については健康

づくり課へお問い合わせください。

【75歳以上限定】 自分の体をもっと知ろう「健康長寿のびのび測定会」

※６月の測定会に申し込んだ方は、申し込み不要

日時　11月28日㈪　14時～16時

会場　カダーレギャラリー

定員　10人　※定員になり次第、

　　　　　　　締め切り

申し込み　11月16日㈬まで、市民課医療保険班

　　　　　☎２４－６２４４

自分の健康状態を知り、元気な生活習慣へ
自分の体の状態(筋肉量など)を知り、人生１

００年時代を元気に暮らすきっかけを作りませ

んか。測定結果をもとに、保健師や管理栄養士、

歯科衛生士がアドバイスします。

日本脳炎ワクチン接種の供給が再開されています

第１回
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申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

〇11月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院　※11月4日㈮入れ替え
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所　　※11月8日㈫入れ替え
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院老方診療所　※中旬頃入れ替え
※移動文庫は、月に１回入れ替えて常設しています。 

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：ゆりかごの会

出演：お話グループにじ

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし会

大人のための絵本タイム

えほんでこんにちは

ヨミキカセ・ワールドワイド

民話紙芝居

由利

出羽

中央

中央

中央

中央

由利

6日㈰

12日㈯

17日㈭

19日㈯

26日㈯

10時半～11時半

14時半～15時

10時半～11時半

18時半～19時10分

10時半～11時

10時半～11時半

10時半～11時半

（中央）＝中央図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館

岩城図書館

由利図書館
出羽伝承館

８日㈫、22日㈫、30日㈬
３日（木・祝）、７日㈪、14日㈪、21日㈪、23日（水・祝）、
28日㈪
23日（水・祝）
４日㈮、７日㈪、14日㈪、21日㈪、24日㈭、28日㈪

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

令和４年度古典講座
「鎌倉殿の時代～『平家物語』を中心に～」
第４回「『平家物語』その３」   

「読み聞かせ」、してみませんか？
～由利本荘市子どもの読書活動推進会議
読み聞かせボランティア養成講座～

日時　11月26日㈯　13時半～15時
会場　カダーレ３階自然科学学習室２
講師　鈴木タキさん
参加料　無料
定員　32人（要申し込み）
申し込み　11月７日㈪９時から、中央図書館

日時　11月27日㈰　10時～正午
会場　アクアパル多目的ホール
対象　読み聞かせに興味・関心のある方
内容　読み聞かせボランティアの養成に関する講
　　　座ほか
講師 秋田県子ども読書アドバイザー
　　　田丸美穂さん
参加料 無料
定員　60人（要申し込み）
申し込み　11月７日㈪９時から、中央図書館

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

11月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

休館日　㋐

【12月の休館日】　
カダーレ：13日㈫、27日㈫、29日㈭～1月3日㈫
アクアパル：5日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、29日㈭～1月3日㈫
総合体育館：12日㈪、26日㈪、31日㈯～1月3日㈫
シーガル：29日㈭～1月3日㈫
ナイスアリーナ：19日㈪、31日㈯～1月3日㈫

1 火
2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月
8 火
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日

14 月

15 火

16 水
17 木
18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木
25 金
26 土

27 日

28 月

29 火
30 水

休館日　㋕

明日へ～フラハラウオメレアロハHULA＆LIVE2022～
　　　　　　　  13時半～　（開場13時）　入場料あり　㋕

小中学校音楽祭　13時～（開場12時半）　㋕
親子クッキング～お弁当作り～　10時～正午　㋕
日本の文化体験「生け花を楽しもう！」　9時半～12時半　㋕
第5回由利本荘市図書館を使った調べる
　　　　　　  学習コンクール表彰式　10時～11時半　㋕
ピアノリレー2022～友の会特別編～
　　　　　　　　　   　9時10分～16時　参加料あり　㋕
ワクワク女性が拓くふるさとの未来
　　　　　　 ～関わった事例を読み解く～　13時半～　㋕
検査と健康展　13時～17時　㋕

第64回本荘由利地区吹奏楽祭　10時半～（10時開場）　入場料あり　㋕

総

2023年鳥海山カレンダー原画展（～16日）
　  　9時～17時（14日は13時から、16日は16時まで）　㋕
休館日　㋐　◯
第10回由利本荘市地域づくり推進フォーラム
　　　　　　　　　　13時半～（受け付け12時50分）　㋕

休館日　㋐　㋤
朗読劇(OKAMI企画)　19時～　入場料あり ㋐
休館日　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
演劇ワークショップ(OKAMI企画)　19時～　参加料あり　㋐
朗読劇(OKAMI企画)　13時～/16時半～　入場料あり　㋐

令和4年度古典講座　13時半～15時　㋕
第34回本荘生涯学習創作展（～27日）　9時半～17時（27日は16時まで）　㋕

ピアノスタジオスダピアノ発表会　13時半～（開場13時）　㋕
地域づくり推進事業「災害から命を守る④」　10時～　㋕
読み聞かせボランティア養成講座　10時～正午　㋐

総
健康長寿のびのび測定会　10時半～/14時～　㋕
休館日　㋐　◯

本荘山の会写真展（～20日）
　   　9時～17時（19日は正午から、20日は16時まで）　㋕
由利吹奏楽団定期演奏会　14時～（開場13時半）　入場料あり　㋕
演劇ワークショップ(OKAMI企画)　17時～/18時半～　参加料あり　㋐
西山ゆうこ獣医師の愛護講話～いまさら聞けないペット事情～　10時～正午　㋕
カダーレお料理講座・地魚編2　10時～/14時～　㋕

行
事
予
定

月
の

12

そ
の
他

↑詳細はこちら

総合県税事務所より

　個人事業税（２期）の納期限は

　　　　　　　　11月30日㈬ です

　　　～期限内に納めましょう～

安全・確実な口座振替をご利用ください

県内の金融機関に口座があればどなたで

も利用できます（ゆうちょ銀行不可。秋田銀

行、北都銀行およびみずほ銀行は県外の支店

も可）。令和５年６月30日までの申し込みで、

令和５年度１期分の個人事業税から口座振替

ができます。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ

　 秋田県総合県税事務所納税部収納管理課

　☎０１８－８６０－３３３１

　 秋田県総合県税事務所由利支所

　☎２３－４１０５
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を
一
人
で
も
雇

用
し
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業

種
・
規
模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
適

用
事
業
と
な
り
、
事
業
主
は
成
立
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
11
月
を
「
労
働

保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
」

と
し
、
各
種
事
業
主
団
体
や
個
別
事

業
主
へ
の
訪
問
指
導
な
ど
を
強
化
し

て
自
主
的
な
成
立
手
続
き
を
促
す
ほ

か
、
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
自

主
的
な
手
続
き
を
取
ら
な
い
事
業
主

に
対
し
て
は
、
職
権
に
よ
る
成
立
手

続
き
を
実
施
し
ま
す
。

　
未
手
続
き
の
事
業
主
の
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
本
荘
労
働
基
準
監
督

　
署
　
☎
22‐

４
１
２
４
　
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
本
荘
　
☎
22‐

３
４
２
１

外
国
人
雇
用
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
！

○
事
業
主
は
、
外
国
人
｟
技
能
実
習

　
生
を
含
む
｠
の
雇
い
入
れ
、
離
職

　
の
際
は
、
そ
の
氏
名
、
在
留
資
格

　
な
ど
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
事
業
主
は
、
雇
用
す
る
外
国
人
労

　
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
関
係
法
令

　
お
よ
び
社
会
保
険
関
係
法
令
を
遵

　
守
し
、
適
切
な
労
働
条
件
と
安
全

　
衛
生
の
下
、
在
留
資
格
の
範
囲
内

　
で
能
力
を
発
揮
し
就
労
で
き
る
よ

　
う
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理

　
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適

　
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」
に

　
基
づ
き
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る

　
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
本
荘
労
働
基
準
監
督

　
署
　
☎
22‐

４
１
２
４
　
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
本
荘
　
☎
22‐
３
４
２
１

交
通
事
故
被
害
者
へ
の

支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自

動
車
事
故
被
害
者
へ
の
「
交
通
遺
児

育
成
資
金
」
の
無
利
子
貸
し
付
け
｟
０

歳
～
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
｠、

事
故
に
よ
る
重
度
後
遺
障
が
い
者
へ

の
「
介
護
料
」
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
損
事
故
・
他
損
事
故
は
問

い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
自
動
車
事
故
対
策
機

　
構
秋
田
支
所
　
☎
０
１
８‐

８
６

　
３‐

５
８
７
５
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申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

〇11月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院　※11月4日㈮入れ替え
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所　　※11月8日㈫入れ替え
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院老方診療所　※中旬頃入れ替え
※移動文庫は、月に１回入れ替えて常設しています。 

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：ゆりかごの会

出演：お話グループにじ

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし会

大人のための絵本タイム

えほんでこんにちは

ヨミキカセ・ワールドワイド

民話紙芝居

由利

出羽

中央

中央

中央

中央

由利

6日㈰

12日㈯

17日㈭

19日㈯

26日㈯

10時半～11時半

14時半～15時

10時半～11時半

18時半～19時10分

10時半～11時

10時半～11時半

10時半～11時半

（中央）＝中央図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館

岩城図書館

由利図書館
出羽伝承館

８日㈫、22日㈫、30日㈬
３日（木・祝）、７日㈪、14日㈪、21日㈪、23日（水・祝）、
28日㈪
23日（水・祝）
４日㈮、７日㈪、14日㈪、21日㈪、24日㈭、28日㈪

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

令和４年度古典講座
「鎌倉殿の時代～『平家物語』を中心に～」
第４回「『平家物語』その３」   

「読み聞かせ」、してみませんか？
～由利本荘市子どもの読書活動推進会議
読み聞かせボランティア養成講座～

日時　11月26日㈯　13時半～15時
会場　カダーレ３階自然科学学習室２
講師　鈴木タキさん
参加料　無料
定員　32人（要申し込み）
申し込み　11月７日㈪９時から、中央図書館

日時　11月27日㈰　10時～正午
会場　アクアパル多目的ホール
対象　読み聞かせに興味・関心のある方
内容　読み聞かせボランティアの養成に関する講
　　　座ほか
講師 秋田県子ども読書アドバイザー
　　　田丸美穂さん
参加料 無料
定員　60人（要申し込み）
申し込み　11月７日㈪９時から、中央図書館

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

11月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

休館日　㋐

【12月の休館日】　
カダーレ：13日㈫、27日㈫、29日㈭～1月3日㈫
アクアパル：5日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、29日㈭～1月3日㈫
総合体育館：12日㈪、26日㈪、31日㈯～1月3日㈫
シーガル：29日㈭～1月3日㈫
ナイスアリーナ：19日㈪、31日㈯～1月3日㈫

1 火
2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月
8 火
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日

14 月

15 火

16 水
17 木
18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木
25 金
26 土

27 日

28 月

29 火
30 水

休館日　㋕

明日へ～フラハラウオメレアロハHULA＆LIVE2022～
　　　　　　　  13時半～　（開場13時）　入場料あり　㋕

小中学校音楽祭　13時～（開場12時半）　㋕
親子クッキング～お弁当作り～　10時～正午　㋕
日本の文化体験「生け花を楽しもう！」　9時半～12時半　㋕
第5回由利本荘市図書館を使った調べる
　　　　　　  学習コンクール表彰式　10時～11時半　㋕
ピアノリレー2022～友の会特別編～
　　　　　　　　　   　9時10分～16時　参加料あり　㋕
ワクワク女性が拓くふるさとの未来
　　　　　　 ～関わった事例を読み解く～　13時半～　㋕
検査と健康展　13時～17時　㋕

第64回本荘由利地区吹奏楽祭　10時半～（10時開場）　入場料あり　㋕

総

2023年鳥海山カレンダー原画展（～16日）
　  　9時～17時（14日は13時から、16日は16時まで）　㋕
休館日　㋐　◯
第10回由利本荘市地域づくり推進フォーラム
　　　　　　　　　　13時半～（受け付け12時50分）　㋕

休館日　㋐　㋤
朗読劇(OKAMI企画)　19時～　入場料あり ㋐
休館日　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
演劇ワークショップ(OKAMI企画)　19時～　参加料あり　㋐
朗読劇(OKAMI企画)　13時～/16時半～　入場料あり　㋐

令和4年度古典講座　13時半～15時　㋕
第34回本荘生涯学習創作展（～27日）　9時半～17時（27日は16時まで）　㋕

ピアノスタジオスダピアノ発表会　13時半～（開場13時）　㋕
地域づくり推進事業「災害から命を守る④」　10時～　㋕
読み聞かせボランティア養成講座　10時～正午　㋐

総
健康長寿のびのび測定会　10時半～/14時～　㋕
休館日　㋐　◯

本荘山の会写真展（～20日）
　   　9時～17時（19日は正午から、20日は16時まで）　㋕
由利吹奏楽団定期演奏会　14時～（開場13時半）　入場料あり　㋕
演劇ワークショップ(OKAMI企画)　17時～/18時半～　参加料あり　㋐
西山ゆうこ獣医師の愛護講話～いまさら聞けないペット事情～　10時～正午　㋕
カダーレお料理講座・地魚編2　10時～/14時～　㋕

行行行
事
予予
定

月月月
の

行行行
事月月
12

そ
の
他

↑詳細はこちら

総合県税事務所より

　個人事業税（２期）の納期限は

　　　　　　　　11月30日㈬ です

　　　～期限内に納めましょう～

安全・確実な口座振替をご利用ください

県内の金融機関に口座があればどなたで

も利用できます（ゆうちょ銀行不可。秋田銀

行、北都銀行およびみずほ銀行は県外の支店

も可）。令和５年６月30日までの申し込みで、

令和５年度１期分の個人事業税から口座振替

ができます。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ

　 秋田県総合県税事務所納税部収納管理課

　☎０１８－８６０－３３３１

　 秋田県総合県税事務所由利支所

　☎２３－４１０５

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
内
に
開
設
さ
れ

る
出
張
セ
ン
タ
ー
で

は
、
あ
き
た
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
会

員
登
録
や
結
婚
に
関

す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。
完
全
予
約

制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
相
談
者
ご

本
人
が
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
会
員
登

録
後
は
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

お
相
手
の
検
索
が
で
き
、Ａ
Ｉ
に
よ

る
自
分
に
マ
ッ
チ
し
た
お
相
手
の
紹

介
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
成
婚
料
や
お

見
合
い
料
は
か
か
ら
ず
、
新
規
入
会

の
方
に
は
市
か
ら
登
録
料
の
全
額
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

日
時

11
月
27
日
㈰

11
時
～
16
時

※

予
約
は
２
日
前
の
16
時
ま
で
。

会
場
　
小
友
地
区
健
康
増
進
セ
ン
　

　
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
　

予
約
　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０‐

８
０
０‐

０
４
１
３

※

直
接
セ
ン
タ
ー
に
行
か

な
く
て
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法

務
局
に
戸
除
籍
謄
本
な
ど
を
提
出
し
、

併
せ
て
相
続
関
係
を
一
覧
に
表
し
た

図
｟
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
｠
を
提

出
す
れ
ば
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧
図

に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。
一
覧
図
の
写
し
は
、

相
続
登
記
の
ほ
か
、
相
続
税
の
申
告
、

年
金
手
続
き
、
預
貯
金
や
保
険
の
引

き
出
し
な
ど
の
相
続
手
続
き
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
各
種
窓
口
で
戸

除
籍
謄
本
な
ど
の
提
出
が
不
要
と
な

り
、
大
変
便
利
で
す
。
無
料
で
何
度

も
交
付
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
秋
田
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
☎
０
１
８‐

８
６
２‐

１
１
７
４

11
月
は
「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
強
化
期
間
」
で
す
！

～
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
労
働
保
険

｟
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
｠
の
成
立

手
続
き
が
必
要
で
す
～

　
労
働
保
険
は
政
府
が
管
掌
す
る
強

制
保
険
で
あ
り
、
労
働
者
｟
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
含
む
｠
を
一
人
で
も
雇

用
し
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業

種
・
規
模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
適

用
事
業
と
な
り
、
事
業
主
は
成
立
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
11
月
を
「
労
働

保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
」

と
し
、
各
種
事
業
主
団
体
や
個
別
事

業
主
へ
の
訪
問
指
導
な
ど
を
強
化
し

て
自
主
的
な
成
立
手
続
き
を
促
す
ほ

か
、
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
自

主
的
な
手
続
き
を
取
ら
な
い
事
業
主

に
対
し
て
は
、
職
権
に
よ
る
成
立
手

続
き
を
実
施
し
ま
す
。

　
未
手
続
き
の
事
業
主
の
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
本
荘
労
働
基
準
監
督

　
署
　
☎
22‐

４
１
２
４
　
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
本
荘
　
☎
22‐

３
４
２
１

外
国
人
雇
用
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
！

○
事
業
主
は
、
外
国
人
｟
技
能
実
習

　
生
を
含
む
｠
の
雇
い
入
れ
、
離
職

　
の
際
は
、
そ
の
氏
名
、
在
留
資
格

　
な
ど
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
事
業
主
は
、
雇
用
す
る
外
国
人
労

　
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
関
係
法
令

　
お
よ
び
社
会
保
険
関
係
法
令
を
遵

　
守
し
、
適
切
な
労
働
条
件
と
安
全

　
衛
生
の
下
、
在
留
資
格
の
範
囲
内

　
で
能
力
を
発
揮
し
就
労
で
き
る
よ

　
う
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理

　
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適

　
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」
に

　
基
づ
き
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る

　
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
本
荘
労
働
基
準
監
督

　
署
　
☎
22‐

４
１
２
４
　
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
本
荘
　
☎
22‐

３
４
２
１

交
通
事
故
被
害
者
へ
の

支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自

動
車
事
故
被
害
者
へ
の
「
交
通
遺
児

育
成
資
金
」
の
無
利
子
貸
し
付
け
｟
０

歳
～
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
｠、

事
故
に
よ
る
重
度
後
遺
障
が
い
者
へ

の
「
介
護
料
」
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
損
事
故
・
他
損
事
故
は
問

い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
自
動
車
事
故
対
策
機

　
構
秋
田
支
所
　
☎
０
１
８‐

８
６

　
３‐

５
８
７
５
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〈問い合わせ先〉 ＣＡＴＶセンター、市役所広報広聴課・各総合支所市民サービス課

月曜～金曜（祝日は除く）8:30～17:15
TEL : 65-3722　メール : catv@city.yurihonjo.lg.jp
郵送 :〒018-0711 由利本荘市岩谷町字日渡51番地1
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◆11月に放送する企画番組をご紹介します・・・・・・・番組の放送日時、内容、タイトルなどを変更する場合があります。

11 月 1日㈫～ 7日㈪の番組

今月のお知らせ

Yurihonjo city public Relations. 202225

ＣＡＴＶセンターの指定管理について（お知らせ）

由利本荘市CATVセンター

ゆりほんテレビ
ホームページ↓

　ＣＡＴＶセンターは令和５年４月１日から指定管理者制度により、株式会社秋田ケーブルテレビ（愛称：ＣＮＡ
読み：シーエヌエー）の管理運営となります。現行のテレビサービスは、株式会社秋田ケーブルテレビの運営により
継続されます。指定管理へ移行することに伴う加入者さまのお手続きは不要です。

通信系サービス終了のお知らせ（テレビサービスは継続します）

終了する有料サービス
終了する無料サービス

インターネット・050ＩＰ電話
ＩＰ音声告知端末・ＩＰ電話

ケーブルテレビの通信系サービスは令和５年１月31日で終了します。
これまでご利用いただきましたことに、心より感謝申し上げます。

てけてけおじゃマップ－おひとり様ランチにGO!－

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

制作：(株)ニューメディア函館センター
Lady Action!! －向上－

○放送時間 11:00 ～、21:30 ～

制作：(株)アド東北

11 月 8日㈫～ 14日㈪の番組

戦場の秋田美人
～戦地に赴いた芸者部隊と忘れられた「恤兵」～

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～
制作：(株)秋田ケーブルテレビ

不思議なカエルに魅せられて1cmの登山者たち

○放送時間 11:00 ～、21:30 ～

 　制作：ケーブルステーション福岡

　「秋田美人」の由来とされる「川反芸者」。日中戦争では
川反芸者8人が慰問に大遠征しました。そこには、恤兵
（じゅっぺい）という、国民の心を揺さぶる、同調圧力を利
用した戦時動員システムがありました。

　福岡県太宰府市にある宝満山の山頂を目指す体長わず
か1cmの子ガエルたち。人間のサイズにすれば、エベレス
トの10倍もの大きさの山に挑むカエルたちのひと夏の
冒険を追いました。

11 月 15日㈫～ 21日㈪の番組

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

「天草の新スポット！？ 本町で滝行する旅」   【前編】

○放送時間 11:00 ～、21:30 ～

 　 制作：天草ケーブルネットワーク(株)
木らとあそぼう 10月総集編
ぼく

11 月 22日㈫～ 28日㈪の番組

私立釣竿学園 爆釣クラブ 2020シーズン #2

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

　三沢基地航空祭2022

○放送時間 11:00 ～、21:30 ～

制作：三沢市ケーブルテレビジョン制作：(株)秋田ケーブルテレビ

爆旅道中記 #048
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ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・
　
　
っ
冬
も
近
づ
き
、
冬
の
気
配

　
　
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
の

ご
ろ
。
田
ん
ぼ
に
は
白
鳥
も
ち
ら

ほ
ら
と
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体

調
を
崩
し
や
す
い
の
で
、
皆
さ
ま

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
り
が
色
々
と
解
禁
さ
れ
て
き

　
　
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
。
休
み
の

日
も
取
材
に
行
く
な
ど
忙
し
い

日
々
で
す
が
、
表
紙
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
か
ら
活
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
一
輝
）

　
　
く
年
だ
ら
け
な
女
の
30
代
で

　
　
す
。
後
厄
の
こ
と
し
は
残
り

２
カ
月
で
す
が
大
殺
界
に
入
っ
て

い
た
よ
う
で…

夜
の
自
販
機
前
で

百
円
玉
を
側
溝
へ
落
と
す
く
ら
い

の
厄
な
ら
い
い
の
で
す
が
　
　
☆

　
　
ゃ
ん
と
火
災
警
報
器
を
設
置

　
　
し
て
い
ま
す
か
。
と
あ
る
日

自
宅
の
オ
ー
ブ
ン
か
ら
煙
が
発
生

す
る
も
、
警
報
器
が
鳴
り
事
な
き

を
得
た
私
。
そ
の
重
要
性
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
ー
ト
競
技
で
高
校
総
体
、
国

　
　
体
と
も
全
国
上
位
入
賞
し
た

親
戚
の
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
。
来

年
は
全
国
制
覇
も
狙
え
そ
う
な
彼

女
に
、
今
の
う
ち
サ
イ
ン
で
も
お

ね
だ
り
し
よ
う
か
な
　
　（
一
男
）

　
　
メ
ラ
が
必
須
の
広
報
担
当
職

　
　
員
は
、
イ
ベ
ン
ト
復
活
で
取

材
の
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
重
い
一
眼
レ
フ
を
抱
え
、
渾

身
の
一
枚
を
撮
る
た
め
に
今
日
も

取
材
に
駆
け
回
り
ま
す
。
（
紀
）

カ ボ チ ャ 祭 り

～これからも元気でお過ごしください～

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

佐々木　ハツヱさん

（大正11年10月10日生まれ・西目町海士剝）

クイズの答え　Q１→２　Q２→３

たくさんの応募、ありがとうございました。

「天寿酒造株式会社」から

「純米吟醸鳥海山300㍉（１本）引換券」を10人にプレゼント！

木内富美子さん
齋藤　和人さん
小野　裕子さん
齋藤美和子さん
茂木　栄一さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（矢島地域）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や

広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちして
います

◆
市
内
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
へ
参

加
し
た
り
公
共
施
設
な
ど
を
利
用
し
た
り
す
る

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
私
に
と
っ
て
、
広
報
ゆ

り
ほ
ん
じ
ょ
う
は
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
先
日
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

初
め
て
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
へ
行
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
都
会
的
で
素
晴
ら
し
い
作
り
の
施
設
で

し
た
。
雪
が
降
る
前
に
、
子
供
を
連
れ
て
外
の

公
園
を
利
用
し
た
い
で
す
。

（
鈴
木
さ
ん
・
30
代
・
大
内
地
域
）

◆
本
荘
東
中
学
校
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
ほ

し
い
行
事
で
す
し
、
来
年
も
楽
し
い
ア
ー
ト
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
齋
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

菅原　美幸さん
須田ゆみ子さん
大庭志和子さん
齋藤恵美子さん
金子　晃司さん

（岩城地域）

（大内地域）

（東由利地域）

（西目地域）

（鳥海地域）

石川　アヤさん

（大正11年10月12日生まれ・石脇）

◆
最
近
、
地
酒
に
興
味
が
湧
い
て
た
し
な
む
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
笑
売
繁
盛
に
掲
載

さ
れ
た
天
寿
酒
造
の
社
長
さ
ん
の
お
話
に
心
ひ

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
そ
の
年
に
よ
っ
て
、
お

酒
の
仕
上
が
り
が
変
わ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

天
寿
の
歴
史
や
お
酒
造
り
の
こ
だ
わ
り
を
拝
読

し
、
市
民
だ
け
で
な
く
世
界
中
に
愛
さ
れ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
「
鳥
海
山
」
も
す
ご
く
お

い
し
い
で
す
し
、
そ
の
う
ち
酒
蔵
見
学
に
も
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
野
さ
ん
・
30
代
・
本
荘
地
域
）

満100歳 おめでとうございます

広  報
クイズ 1010

羽田　秋人ちゃん（雄太郎さん）川口

捧　　陽茉ちゃん（智成さん）中町

長滝　琉聖ちゃん（泰斗さん）石脇

川村　華乃ちゃん（和紀さん）東梵天

山野　榛真ちゃん（ 隼 さん）赤田

猪股美月葉ちゃん（奨太さん）御門

<9月30日～ 10月15日受け付け分>

<9月30日～ 10月15日受け付け分>

　あきと

　ひま

　りゅうせい

　かの

　　はるま　  

みつは　

佐藤　　蘭ちゃん（優太さん）石脇

安保　希蒼ちゃん（一樹さん）石脇

細谷　　岳ちゃん（ 健 さん）大浦

梅川　史彩ちゃん（玲央奈さん）水林

渡部　貴晶ちゃん（ 寛 さん）東梵天

志村　　繕ちゃん（泰輔さん）砂子下

    らん

　 のあ　

     がく  

みあ

たかあき

　  ぜん  

今野　陽翔ちゃん（尚人さん）岩城勝手

武田　莉愛ちゃん（優輔さん）大内三川

保坂　充希ちゃん（和貴さん）東由利老方

阿部　　楽ちゃん（豊和さん）西目町沼田

鈴木　翔太ちゃん（茂伸さん）西目町沼田

 ひなと

 りあ

みつき

     がく

 しょうた

小杉栄太郎さん

鈴木　征三さん

伊東　利夫さん

小松　秀雄さん

勝見カヂ子さん

芳賀　芳博さん

伊藤　明則さん

佐藤　孝之さん

佐々木ヨシ子さん

佐藤　　 さん

（大鍬町 ・ 92歳）

（石脇 ・ 67歳）

（大鍬町 ・ 81歳）

（上野 ・ ７８歳）

（石脇 ・ ８５歳）

（花畑町 ・ ７４歳）

（中竪町 ・ ７２歳）

（大鍬町 ・ ５４歳）

（東町 ・ ９２歳）

（石脇 ・ ９０歳）

鈴木　ヒデさん

齊藤　政人さん

佐藤　京二さん

長谷川　博さん

三浦　敏男さん

佐々木久雄さん

佐藤　弘毅さん

土田　レイさん

加賀谷ヤエさん

菅原　榮子さん

（二番堰 ・ ９３歳）

（石脇 ・ ７０歳）

（薬師堂 ・ ８８歳）

（砂子下 ・ ７７歳）

（御門 ・ ８４歳）

（石脇 ・ ７７歳）

（一番堰 ・ ９３歳）

（矢島町元町 ・ ８０歳）

（矢島町七日町 ・ ９１歳）

（矢島町七日町 ・ ７８歳）

三浦　フミさん

佐々木士郎さん

持石　　榮さん

佐々木興一さん

佐々木アサヨさん

伊藤　タカさん

熊谷　清吉さん

熊谷　久市さん

伊東　芳子さん

伊藤　令子さん

菊地　　二さん

齊藤　一三さん

佐々木カツさん

（矢島町田中町 ・ 87歳）

（岩城亀田亀田町 ・ ８８歳）

（岩城福俣 ・ ９２歳）

（岩城内道川 ・ ８２歳）

（岩城内道川 ・ ９４歳）

（岩城内道川 ・ ９２歳）

（川西 ・ ８４歳）

（西沢 ・ １００歳）

（森子 ・ ８４歳）

（岩谷町 ・ ８２歳）

（中田代 ・ ７４歳）

（岩谷町 ・ ７６歳）

（岩谷麓 ・ ９１歳）

大日向さとりさん

嶽石　嘉規さん

柴田　春夫さん

柳橋　定一さん

牧尾　ミツさん

佐藤愼太郎さん

佐藤　恒男さん

髙橋　サヨさん

村上ヱイ子さん

佐藤　ナオさん

原田　ユリさん

（東由利法内 ・ 14歳）

（東由利舘合 ・ ６４歳）

（西目町西目 ・ ８５歳）

（西目町出戸 ・ ８４歳）

（西目町沼田 ・ 80歳）

（鳥海町上笹子 ・ ８５歳）

（鳥海町下川内 ・ ８２歳）

（鳥海町下笹子 ・ ９０歳）

（鳥海町上川内 ・ ８０歳）

（鳥海町上川内 ・ ９６歳）

（鳥海町才ノ神 ・ ９２歳）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

堀川　芳美さん（旧本荘市功労者・赤田）

10月７日永眠されました。昭和50年から平成11年まで

旧本荘市議会議員を務めたほか、県建設技能組合連合会

会長などの建築関連業界の要職を歴任。労働者の技能と

地位向上などに尽力されました。平成３年本荘市産業功

労、平成17年旭日小綬章。91歳。
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ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・
　
　
っ
冬
も
近
づ
き
、
冬
の
気
配

　
　
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
の

ご
ろ
。
田
ん
ぼ
に
は
白
鳥
も
ち
ら

ほ
ら
と
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体

調
を
崩
し
や
す
い
の
で
、
皆
さ
ま

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
り
が
色
々
と
解
禁
さ
れ
て
き

　
　
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
。
休
み
の

日
も
取
材
に
行
く
な
ど
忙
し
い

日
々
で
す
が
、
表
紙
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
か
ら
活
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
一
輝
）

　
　
く
年
だ
ら
け
な
女
の
30
代
で

　
　
す
。
後
厄
の
こ
と
し
は
残
り

２
カ
月
で
す
が
大
殺
界
に
入
っ
て

い
た
よ
う
で…

夜
の
自
販
機
前
で

百
円
玉
を
側
溝
へ
落
と
す
く
ら
い

の
厄
な
ら
い
い
の
で
す
が
　
　
☆

　
　
ゃ
ん
と
火
災
警
報
器
を
設
置

　
　
し
て
い
ま
す
か
。
と
あ
る
日

自
宅
の
オ
ー
ブ
ン
か
ら
煙
が
発
生

す
る
も
、
警
報
器
が
鳴
り
事
な
き

を
得
た
私
。
そ
の
重
要
性
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
ー
ト
競
技
で
高
校
総
体
、
国

　
　
体
と
も
全
国
上
位
入
賞
し
た

親
戚
の
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
。
来

年
は
全
国
制
覇
も
狙
え
そ
う
な
彼

女
に
、
今
の
う
ち
サ
イ
ン
で
も
お

ね
だ
り
し
よ
う
か
な
　
　（
一
男
）

　
　
メ
ラ
が
必
須
の
広
報
担
当
職

　
　
員
は
、
イ
ベ
ン
ト
復
活
で
取

材
の
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
重
い
一
眼
レ
フ
を
抱
え
、
渾

身
の
一
枚
を
撮
る
た
め
に
今
日
も

取
材
に
駆
け
回
り
ま
す
。
（
紀
）

カ ボ チ ャ 祭 り

～これからも元気でお過ごしください～

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

佐々木　ハツヱさん

（大正11年10月10日生まれ・西目町海士剝）

クイズの答え　Q１→２　Q２→３

たくさんの応募、ありがとうございました。

「天寿酒造株式会社」から

「純米吟醸鳥海山300㍉（１本）引換券」を10人にプレゼント！

木内富美子さん
齋藤　和人さん
小野　裕子さん
齋藤美和子さん
茂木　栄一さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（矢島地域）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や

広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちして
います

◆
市
内
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
へ
参

加
し
た
り
公
共
施
設
な
ど
を
利
用
し
た
り
す
る

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
私
に
と
っ
て
、
広
報
ゆ

り
ほ
ん
じ
ょ
う
は
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
先
日
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

初
め
て
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
へ
行
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
都
会
的
で
素
晴
ら
し
い
作
り
の
施
設
で

し
た
。
雪
が
降
る
前
に
、
子
供
を
連
れ
て
外
の

公
園
を
利
用
し
た
い
で
す
。

（
鈴
木
さ
ん
・
30
代
・
大
内
地
域
）

◆
本
荘
東
中
学
校
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
ほ

し
い
行
事
で
す
し
、
来
年
も
楽
し
い
ア
ー
ト
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
齋
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

菅原　美幸さん
須田ゆみ子さん
大庭志和子さん
齋藤恵美子さん
金子　晃司さん

（岩城地域）

（大内地域）

（東由利地域）

（西目地域）

（鳥海地域）

石川　アヤさん

（大正11年10月12日生まれ・石脇）

◆
最
近
、
地
酒
に
興
味
が
湧
い
て
た
し
な
む
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
笑
売
繁
盛
に
掲
載

さ
れ
た
天
寿
酒
造
の
社
長
さ
ん
の
お
話
に
心
ひ

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
そ
の
年
に
よ
っ
て
、
お

酒
の
仕
上
が
り
が
変
わ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

天
寿
の
歴
史
や
お
酒
造
り
の
こ
だ
わ
り
を
拝
読

し
、
市
民
だ
け
で
な
く
世
界
中
に
愛
さ
れ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
「
鳥
海
山
」
も
す
ご
く
お

い
し
い
で
す
し
、
そ
の
う
ち
酒
蔵
見
学
に
も
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
野
さ
ん
・
30
代
・
本
荘
地
域
）

満100歳 おめでとうございます

広  報
クイズ 1010

羽田　秋人ちゃん（雄太郎さん）川口

捧　　陽茉ちゃん（智成さん）中町

長滝　琉聖ちゃん（泰斗さん）石脇

川村　華乃ちゃん（和紀さん）東梵天

山野　榛真ちゃん（ 隼 さん）赤田

猪股美月葉ちゃん（奨太さん）御門

<9月30日～ 10月15日受け付け分>

<9月30日～ 10月15日受け付け分>

　あきと

　ひま

　りゅうせい

　かの

　　はるま　  

みつは　

佐藤　　蘭ちゃん（優太さん）石脇

安保　希蒼ちゃん（一樹さん）石脇

細谷　　岳ちゃん（ 健 さん）大浦

梅川　史彩ちゃん（玲央奈さん）水林

渡部　貴晶ちゃん（ 寛 さん）東梵天

志村　　繕ちゃん（泰輔さん）砂子下

    らん

　 のあ　

     がく  

みあ

たかあき

　  ぜん  

今野　陽翔ちゃん（尚人さん）岩城勝手

武田　莉愛ちゃん（優輔さん）大内三川

保坂　充希ちゃん（和貴さん）東由利老方

阿部　　楽ちゃん（豊和さん）西目町沼田

鈴木　翔太ちゃん（茂伸さん）西目町沼田

 ひなと

 りあ

みつき

     がく

 しょうた

小杉栄太郎さん

鈴木　征三さん

伊東　利夫さん

小松　秀雄さん

勝見カヂ子さん

芳賀　芳博さん

伊藤　明則さん

佐藤　孝之さん

佐々木ヨシ子さん

佐藤　　 さん

（大鍬町 ・ 92歳）

（石脇 ・ 67歳）

（大鍬町 ・ 81歳）

（上野 ・ ７８歳）

（石脇 ・ ８５歳）

（花畑町 ・ ７４歳）

（中竪町 ・ ７２歳）

（大鍬町 ・ ５４歳）

（東町 ・ ９２歳）

（石脇 ・ ９０歳）

鈴木　ヒデさん

齊藤　政人さん

佐藤　京二さん

長谷川　博さん

三浦　敏男さん

佐々木久雄さん

佐藤　弘毅さん

土田　レイさん

加賀谷ヤエさん

菅原　榮子さん

（二番堰 ・ ９３歳）

（石脇 ・ ７０歳）

（薬師堂 ・ ８８歳）

（砂子下 ・ ７７歳）

（御門 ・ ８４歳）

（石脇 ・ ７７歳）

（一番堰 ・ ９３歳）

（矢島町元町 ・ ８０歳）

（矢島町七日町 ・ ９１歳）

（矢島町七日町 ・ ７８歳）

三浦　フミさん

佐々木士郎さん

持石　　榮さん

佐々木興一さん

佐々木アサヨさん

伊藤　タカさん

熊谷　清吉さん

熊谷　久市さん

伊東　芳子さん

伊藤　令子さん

菊地　　二さん

齊藤　一三さん

佐々木カツさん

（矢島町田中町 ・ 87歳）

（岩城亀田亀田町 ・ ８８歳）

（岩城福俣 ・ ９２歳）

（岩城内道川 ・ ８２歳）

（岩城内道川 ・ ９４歳）

（岩城内道川 ・ ９２歳）

（川西 ・ ８４歳）

（西沢 ・ １００歳）

（森子 ・ ８４歳）

（岩谷町 ・ ８２歳）

（中田代 ・ ７４歳）

（岩谷町 ・ ７６歳）

（岩谷麓 ・ ９１歳）

大日向さとりさん

嶽石　嘉規さん

柴田　春夫さん

柳橋　定一さん

牧尾　ミツさん

佐藤愼太郎さん

佐藤　恒男さん

髙橋　サヨさん

村上ヱイ子さん

佐藤　ナオさん

原田　ユリさん

（東由利法内 ・ 14歳）

（東由利舘合 ・ ６４歳）

（西目町西目 ・ ８５歳）

（西目町出戸 ・ ８４歳）

（西目町沼田 ・ 80歳）

（鳥海町上笹子 ・ ８５歳）

（鳥海町下川内 ・ ８２歳）

（鳥海町下笹子 ・ ９０歳）

（鳥海町上川内 ・ ８０歳）

（鳥海町上川内 ・ ９６歳）

（鳥海町才ノ神 ・ ９２歳）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

堀川　芳美さん（旧本荘市功労者・赤田）

10月７日永眠されました。昭和50年から平成11年まで

旧本荘市議会議員を務めたほか、県建設技能組合連合会

会長などの建築関連業界の要職を歴任。労働者の技能と

地位向上などに尽力されました。平成３年本荘市産業功

労、平成17年旭日小綬章。91歳。
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ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

笑売繁盛笑売繁盛笑売繁盛 プレゼントつき! 広報クイズ広報クイズ

11/17（㈭
）まで

11/17（㈭
）まで

読 者
プレゼント

Q1 Q2
〒015-8501

尾
崎
17

広
報
広
聴
課

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り１.  48カ所

２.  183カ所
３.  450カ所

１.  火曜日
２.  水曜日
３.  木曜日

マイナンバー時間外窓口
は毎週何曜日？

ユネスコ世界ジオパークは
現在全部でいくつ？

冬に強い住まいづくりを冬に強い住まいづくりを

《第１２０回》

㈱マサカから「網戸無料張り替え（１枚分）引換券」を５人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

○営業時間／8:00～17:00
○定休日／日・祝日、
　　　　　第２・４土曜
○ＵＲＬ／https://
　　　masakaalumi.com/

㈱マサカ

「冬の暮らしが少しでも快適になるよう、雪国なら
ではの商品を提案します」と話す真坂さん（窓には
められているのは自社開発した雪囲い用パネル）

撤
去
が
楽
に
な
る
と
好
評
。

　
住
宅
用
カ
ー
ポ
ー
ト
も
主
力

商
品
。
難
し
い
と
さ
れ
る
変
形

地
な
ど
に
設
置
す
る
場
合
も
、

高
い
ア
ル
ミ
加
工
技
術
で
対
応

し
て
い
る
。

■
よ
ろ
こ
び

　
完
成
し
た
商
品
を
見
た
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
。

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
が
か
な
わ
な

い
遠
方
に
い
る
お
子
さ
ん
か
ら
、

高
齢
な
両
親
の
た
め
に
と
注
文

を
受
け
た
時
に
、
完
成
写
真
と

一
緒
に
ご
両
親
の
声
も
送
っ
た

ら
た
い
そ
う
喜
ば
れ
た
。
離
れ

て
い
て
も
満
足
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

■
こ
れ
か
ら

　
市
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
積

雪
量
が
大
き
く
異
な
り
、
住
宅

の
立
地
条
件
に
も
個
性
が
あ
る
。

冬
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
を
提

案
で
き
る
会
社
と
し
て
、
一
軒

一
軒
の
悩
み
に
合
っ
た
商
品
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
根

ざ
し
た
会
社
で
あ
り
続
け
た
い
。

■
あ
ら
ま
し

　
大
内
地
域
出
身
の
真
坂
さ
ん

は
、
高
校
卒
業
後
に
市
内
の
会

社
に
就
職
し
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

加
工
技
術
を
学
ぶ
。
そ
の
後
、

農
家
を
継
ぐ
た
め
に
一
度
は
離

れ
る
も
の
の
、
や
は
り
ア
ル
ミ

の
仕
事
を
し
た
い
と
修
行
も
兼

ね
て
関
東
で
経
験
を
積
み
、
平

成
３
年
、
33
歳
の
時
に
現
在
の

場
所
に
、
仕
入
れ
た
ア
ル
ミ
資

材
を
加
工
し
て
販
売
す
る
マ
サ

カ
ア
ル
ミ
サ
ー
ビ
ス
を
創
業
。

建
築
設
計
関
係
業
者
に
向
け
た

一
般
住
宅
用
サ
ッ
シ
や
ア
ル
ミ

建
具
工
事
、
店
舗
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
工
事
や
、
建
築
建
設
資
材

や
住
宅
設
備
機
器
の
販
売
な
ど

を
請
け
負
う
。

変形地に合わせたカーポート

秋田県立大学板垣教授と産学
共同開発した木製カーポート

　
７
年
ほ
ど
前
か
ら
は
一
般
家

庭
向
け
の
受
注
も
始
め
、
ガ
ラ

ス
の
修
理
や
交
換
、
網
戸
の
張

り
替
え
や
作
成
、
風
除
室
や
サ

ン
ル
ー
ム
の
施
工
や
修
理
、
玄

関
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
ア
ル
ミ

に
限
ら
ず
総
合
的
な
事
業
を
す

る
会
社
と
し
て
社
名
を
㈱
マ
サ

カ
と
あ
ら
た
め
る
。
現
在
の
従

業
員
は
10
人
。
そ
の
う
ち
４
人

い
る
営
業
職
は
全
員
が
職
人
経

験
者
の
た
め
、
相
談
の
段
階
か

ら
詳
細
な
提
案
が
で
き
る
。

■
こ
だ
わ
り

　
１
㍉
単
位
か
ら
調
節
で
き
る

ア
ル
ミ
加
工
の
技
術
で
、
大
小

問
わ
ず
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
工

が
可
能
。
冬
に
向
け
て
お
す
す

め
し
て
い
る
の
は
、
自
社
開
発

し
た
窓
ガ
ラ
ス
を
守
る
雪
囲
い

用
パ
ネ
ル
。
従
来
の
木
枠
を
ア

ル
ミ
枠
に
し
た
も
の
で
、
軽
さ

と
丈
夫
さ
が
特
徴
で
サ
ビ
に
も

強
く
、
網
戸
レ
ー
ル
に
は
め
こ

む
だ
け

な
の
で
、

設
置
や

今
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
株
式
会
社
マ
サ
カ
」
で
す
。

社
長
の
真
坂
弥
さ
ん

｟６2
歳
｠

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

６㍍もある資材を加工する様子

強
く
、
網
戸
レ
ー
ル
に
は
め
こ

　　　　株式会社　マサカ

共同開発した木製カーポート

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

カーポートは、最大で
積雪２㍍まで対応可能

　
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
困

り
事
を
自
分
事
と
し
て
考
え

て
提
案
す
る
こ
と
」。
お
客

さ
ま
の
話
を
よ
く
聞
く
と
、

求
め
て
い
た
商
品
で
は
な
く
、

別
の
商
品
の
ほ
う
が
問
題
解

決
に
最
適
だ
っ
た
り
す
る
と

の
こ
と
で
、
社
員
の
皆
さ
ん

で
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
最
近
よ
く
目
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
住
宅
用
カ
ー
ポ
ー

ト
も
、
積
雪
量
や
風
の
強
さ

な
ど
で
お
す
す
め
の
商
品
が

違
う
そ
う
で
、
じ
っ
く
り
と

相
談
に
乗
っ
て
か
ら
施
工―

。

　
丁
寧
な
対
話
と
高
い
技
術

力
で
、
雪
国
の
冬
支
度
を
簡

単
に
な
る
よ
う
整
え
て
く
れ

る
㈱
マ
サ
カ
。
冬
の
お
悩
み

を
抱
え
て
い
る
方
は
、
雪
が

降
る
前
に
一
度
、
相
談
に

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送の
　ために使用し、この目的以外には使用しません。
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㈱マサカ


